
○○○○○○○。
駒ケ岳山開き

聖
農
が
見
つ
め
る
百
三
六
回
目

「
聖
農
」
石
川
理
紀
之
助
翁

秋
田
の
二
宮
翁
と
称
せ
ら
れ
、
そ
の
生
涯
を
農
村

の
更
正
、
農
家
の
救
済
、
農
業
の
振
興
の
た
め
に

捧
げ
つ
く
し
た
高
名
は
全
国
に
知
ら
れ
て
い
る
。

33
歳
で
種
苗
交
換
会
を
創
設
し
今
日
の
全
県
的
一

大
行
事
の
礎
を
き
ず
い
た
。



来
場
者
数
は
　
　
万
２
０
０
０
人

　

10
月
31
日
か
ら
11
月
６
日
ま
で
第
１
３
６
回

秋
田
県
種
苗
交
換
会
（
秋
田
県
農
業
協
同
組
合

中
央
会
主
催
、
仙
北
市
協
賛
会
協
賛
）
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
好
天
に
も
恵
ま
れ
、
開
催
７
日

間
で
約
86
万
２
０
０
０
人
も
の
人
で
賑
わ
い
ま

し
た
。

　

主
会
場
の
生
保
内
中
学
校
体
育
館
の
前
で
10

月
31
日
に
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
、
仙
北

市
民
会
館
に
場
所
を
移
し
開
会
式
が
行
わ
れ
、

種
苗
交
換
会
が
ス
タ
ー
ト
。
今
年
の
種
苗
交
換

会
に
は
昨
年
よ
り
４
２
６
点
多
い
２
４
３
３
点

の
農
産
物
の
出
品
さ
れ
、
農
林
水
産
大
臣
賞
な

ど
４
２
０
点
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

協
賛
第
１
会
場
と
な
っ
た
仙
北
市
民
会
館
駐

車
場
、
生
保
内
武
道
館
駐
車
場
に
は
地
元
の
飲

食
店
や
県
内
の
ご
当
地
グ
ル
メ
な
ど
約
50
店
が

立
ち
並
ん
だ
ほ
か
、
仙
北
市
と
交
流
の
あ
る
市

町
村
の
特
産
品
な
ど
を
販
売
。
協
賛
第
２
会
場

の
田
沢
湖
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
陸
上
競
技
場
等

で
は
、
小
型
か
ら
大
型
の
も
の
ま
で
様
々
な
農

業
機
械
や
植
木
・
苗
木
、
資
材
な
ど
が
展
示
販

売
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
期
間
中
に
は
、
農
業
関
連
の
談
話
会

や
講
演
会
、「
秋
田
民
謡
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

な
ど
の
行
事
も
各
所
で
開
催
。
最
終
日
に
各
賞

の
表
彰
が
行
わ
れ
、
秋
田
県
最
大
の
農
業
イ
ベ

ン
ト
が
閉
会
し
ま
し
た
。

86

仙北市初開催の が閉幕秋田県種苗交換会受
賞
者
（
市
内
の
受
賞
者
の
み
・
敬
称
略
）

11/3　「農村における健康を考える集い」冬
場の感染症について講演などが行われました

11/3　「市民参加ステージ」で踊りを披露する
ストリートダンス角館スクールの子どもたち

11/2　シンポジウム「復興支援と地域の力・
食の力」で講演する生島ヒロシさん

ポスターをイメージしたオブジェ 10/31　オープニングセレモニーで演奏す
る生保内中吹奏楽部

様々な農業機械が展示販売された協賛第２
会場の田沢湖スポーツセンター陸上競技場

生涯を貧農救済に捧げ「聖農」と敬称され
る石川理紀之助翁について学習

生保内市民体育館に展示された県内の小学
校などの農業学習発表「秋田県学校農園展」

会場と駐車場を行き来するシャトルバスも
フル稼働

10/31　生保内小学校児童が考案した「駒
ケ岳あんべいいなチャーハン」を販売

市民会館の２階には大曲仙北地区の高校の
研究成果を展示・実演・販売

市民会館前駐車場には地元の商店や県内の
ご当地グルメが出店し賑わいました

11/6　各賞の授与を行ったあと、７日間の
種苗交換会を閉会しました

協賛第２会場では植木や苗木、資材等が販
売されました

11/5　「JA わくわく食農教室」約 300 人分
のジャンボのり巻き作りに挑戦！

10/31　「新穀感謝農民祭」

《
農
林
水
産
大
臣
賞

・
秋
田
県
知
事
賞
・
１
等
賞
》

　
（
有
）に
し
き
佐
藤
操（
生
し
い
た
け
）

《
秋
田
県
知
事
賞

・
秋
田
県
農
業
会
議
会
長
賞
・
１
等
賞
》

　

藤
川
清
子
（
瓶
詰
）

《
秋
田
県
知
事
賞

・農
林
中
央
金
庫
秋
田
支
店
長
賞・１
等
賞
》

　

佐
藤
信
行
（
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
）

《
秋
田
県
知
事
賞

・秋
田
県
た
ば
こ
耕
作
組
合
長
賞・１
等
賞
》

　

雲
雀
明
徳
（
葉
た
ば
こ
）

《
秋
田
県
知
事
賞

・
秋
田
魁
新
報
社
賞
・
１
等
賞
》

　

高
橋
勉
（
切
花[

ダ
リ
ア]

）

《
秋
田
県
知
事
賞
・
１
等
賞
》

　

佐
藤
一
也
（
ネ
ギ
）、
若
松
悦
美
（
ホ

　

ウ
レ
ン
ソ
ウ
）

《
２
等
賞
》

　

木
村
明
夫
（
葉
た
ば
こ
）、鈴
木
朝
吉
、

　

長
沢
寛
（
以
上
、
キ
ャ
ベ
ツ
）、
千

　

田
ミ
ワ
（
ゴ
ボ
ウ
）、
黒
坂
和
子
（
セ

　

リ
）、
草
彅
晃
（
ネ
ギ
）、
阿
部
テ
イ

　
（
ハ
ク
サ
イ
）、
照
井
松
子
、
浅
利
忠

　

幸
（
以
上
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
）、
古

　

郡
喜
久
悦
（
切
花[

ダ
リ
ア]

）、
真

　

崎
勇
（
切
花[

リ
ン
ド
ウ]

）、
相
馬

　

貞
子
（
漬
物
）、三
嶋
由
一
（
乾
牧
草
）

《
３
等
賞
》

　

草
彅
福
雄
（
水
稲
）、
細
川
幸
子
、
戸

　

沢
敏
之
（
以
上
、
大
豆
）、
高
橋
勝

　

男
（
雑
穀
）、
靍
田
恭
悦
、
高
橋
淳
、

　

黒
沢
豊
明
、
門
脇
政
広
（
以
上
、
葉

　

た
ば
こ
）、
菅
原
ア
ヤ
子
、
山
形
汀

　

子
（
以
上
、
キ
ャ
ベ
ツ
）、
佐
々
木

　

吉
幸
（
キ
ュ
ウ
リ
）、
田
中
正
美
（
コ

　

マ
ツ
ナ
）、
細
川
幸
子
、
草
彅
コ
ン
、

　

能
美
キ
ヨ
子
（
以
上
、
サ
ト
イ
モ
）、

　

青
柳
サ
ツ
子
（
サ
ヤ
イ
ン
ゲ
ン
）、
藤

　

川
良
子
（
サ
ヤ
エ
ン
ド
ウ
）、
伊
藤

　

美
弘
（
シ
ュ
ン
ギ
ク
）、
高
橋
捷
太

　

郎
（
シ
ョ
ウ
ガ
）、
千
田
吉
栄
（
ナ

　

ガ
イ
モ
）、
高
橋
秀
之
（
ハ
ヤ
ト
ウ

　

リ
）、
新
山
悦
男
、
佐
藤
サ
ダ
子
（
以

　

上
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
）、
草
彅
福
雄
、

　

藤
川
栄
（
以
上
、
ヤ
マ
ノ
イ
モ
）、
青

　

柳
良
信
（
株
サ
ト
イ
モ
）、
千
葉
慶

　

二
（
切
花[

ダ
リ
ア]

）、藤
枝
猛
（
切

　

花[

リ
ン
ド
ウ]

）、
小
松
顕
悦
（
切

　

花[

輪
ギ
ク]

）、
小
原
一
子
（
鉢
物

　

[

パ
ン
ジ
ー]

）、
黒
坂
マ
サ
子
（
漬

　

物
）、
藤
田
静
夫
、
小
渕
野
営
農
組

　

合
（
以
上
、
瓶
詰
）、
浅
利
久
美
子

　
（
和
菓
子
）、
菅
原
孝
作
（
サ
イ
レ
ー

　

ジ
）、
田
口
春
美
（
乾
牧
草
）、
青
柳
忠

　

明
、永
井
富
雄
（
以
上
、生
し
い
た
け
）

《
第
31
回
秋
田
県
学
校
農
園
展
受
賞
校
》

　

優
秀
賞
１
席
・
秋
田
県
教
育
委
員
会

　
教
育
長
賞　
　
　

角
館
小
学
校

　

優
良
賞　
　
　
　

西
明
寺
小
学
校

　

優
良
賞　
　
　
　

中
川
小
学
校

　

審
査
員
特
別
賞　

神
代
小
学
校

《
第
32
回
秋
田
県
産
米
品
評
会

　

秋
田
県
産
米
改
良
協
会
会
長
賞
》

　

最
優
秀
賞
・
秋
田
県
主
食
集
荷
商
業

　
協
同
組
合
理
事
長
賞　

　
　

鈴
木
淳
寛
（
水
稲
う
る
ち
玄
米
）

　

優
良
賞　

髙
橋
恒
吉
、
平
岡
春
彦

　
　
　

   （
以
上
、
水
稲
う
る
ち
玄
米
）
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平成 26 年度
仙北市内幼稚園入園申込のご案内

田沢幼稚園
  園目標　あかるく　やさしく　たくましく
■定員／ 60 人
★豊かな自然環境を生かし、保育に有効に取り入れ、感性を育む     
　保育を実践しています。
★一人一人の直接体験を大切にし、遊びの中の学びがたっぷりで
　きる保育をしています。
★少人数保育の良さを生かしながら、他園や地域との交流を計画
　的に取り入れた保育をしています。
★市内唯一の単独公立幼稚園であり、幼稚園らしいカリキュラム
　で保育を展開しています。
■昼食は弁当持参（火・木はおにぎりの日です。クッキングを楽
　しんだりします。）
■募集にあたり説明会をします。下記の実施日から都合の良い日
　を選んでお気軽においでください。
① 11 月 28 日（木）18：00 ～　② 12 月 3 日（火）16：00 ～
　田沢地区以外（生保内、西木等）からの入園も大歓迎です！
　遠距離通園の園児に対して市からの補助を検討しています。　
■問合せ　☎ 42-2250

【市立幼稚園】
共通事項
健康でよく遊び、個性豊かで、意欲にあふれる子ども
●「生きる力」の基礎を培います。
●就学前教育の充実を図ります。
5 歳児 平成 20 年 4 月 2 日～平成 21 年 4 月 1 日までに生まれた幼児
4 歳児 平成 21 年 4 月 2 日～平成 22 年 4 月 1 日までに生まれた幼児
3 歳児 平成 22 年 4 月 2 日～平成 23 年 4 月 1 日までに生まれた幼児
満 3 歳児 満 3 歳になったら随時受付しています。※田沢幼稚園のみ
■保育料／月額 3,500 円　　　
■預かり保育料／月額 3,000 円（延長保育や長期休業中に保育を
　希望する場合）
■保育日／月～金曜日（ただし土曜日に行事等を実施する場合は
　保育日になります）
■申込受付期間／ 12 月 2 日（月）～ 25 日（水）　　　
■申込先／希望する幼稚園に願書を提出
※願書は各幼稚園、市教育委員会、各地域センター、各出張所に
　あります。

生保内幼稚園
  園目標　やさしく　げんきに　たくましく
■定員／ 90 人
★幼児の主体的な遊びと様々な直接体験を大切にしています。
★自然と深く関わりながら、感性を育む保育を実践しています。
★幼保合築型園舎の利点を生かし、幼・保の子ども達が同一クラ
　スで過ごしています。
★活発な保護者会活動を通じ、園児が喜んで生活できる園の環境
　作りに努めています。
※「幼稚園は楽しい！」と思えるように、子ども達と遊びや生活
　を共に作っていく姿勢を大事にしています。
■給食／ 300 円×教育日数（預かり保育時の給食含む）
■入園に際してわからないことは、直接園にご相談ください。
■問合せ　☎ 43-0475

神代幼稚園
  園目標　あかるく　やさしく　たくましく
■定員／ 60 人
★遊びの充実を図り、興味・関心・意欲を育てます。
★豊かな地域の自然を保育に取り入れ、「ワクワク・ドキドキ」
　感を大切にします。
★友達や保育者との温かいつながりをつくり、伸び伸び自己発揮
　できるようにします。
★地域住民の見守りを受け、郷土愛と自己肯定感をはぐくみます。
★幼保一体型保育の中で各年齢の発達を大事にします。
★職員は、お父さんお母さんの応援団です！
■給食／ 300 円×教育日数（預かり保育時の給食含む）
■募集にあたり説明会を実施します。下記の実施日から都合の良
　い日を選んでお気軽においでください。
① 11 月 27 日（水）18：00 ～　 ② 12 月 4 日（水）18：00 ～
■問合せ　☎ 44-3628

【私立幼稚園】
かくのだて幼稚園
 教育目標　豊かな心を持ち、自然に親しみ、心身ともに健康な子供の育成
5 歳児 平成 20 年 4 月 2 日～平成 21 年 4 月 1 日までに生まれた幼児 30 人
4 歳児 平成 21 年 4 月 2 日～平成 22 年 4 月 1 日までに生まれた幼児 20 人
3 歳児 平成 22 年 4 月 2 日～平成 23 年 4 月 1 日までに生まれた幼児 20 人
満 3 歳児 満 3 歳になったら随時受付しています。 10 人
■創立 60 周年の伝統と共に適切な環境のもとで「心情豊かで思いやりのある子ども」
　「健康で明るく行動する子ども」「自分で考え、意欲的に行動する子ども」「自然の恵
　み感謝し、命を大切にする子ども」の育成を目指しています。
★和室で行う「お茶のおけいこ」や 1 泊 2 日の「林間幼稚園」が好評です。
■スクールバス運行・完全給食実施・預かり教室実施（平日、長期休み、利用料無料）
■現在、入園願書受付中
■新入園児面接日　平成 26 年 2 月 1 日（土）13：00 ～
■問合せ／学校法人　真栄学園　かくのだて幼稚園　　☎ 53-2110　FAX 49-8040
　ホームページアドレス　http://www.kakuyou.ed.jp/

平成 26 年度
仙北市立保育園入園申込のご案内

【認可保育園】
■入園基準／保護者の家庭内外における労働、病気や出産、家族の介護などのため、　
　家庭での保育が難しい産休明け（生後 8 週間経過以降）から就学前の児童

保育園名 定員 入園対象 所在地
生保内保育園 120 人 0 歳から 田沢湖生保内字武蔵野 117-263
神代保育園 125 人 0 歳から 田沢湖神代字珍重屋敷 89-3
角館保育園 214 人 0 歳から 角館町中菅沢 91-1
白岩小百合保育園 60 人 0 歳から 角館町白岩上西野 93-1
角館西保育園 60 人 1 歳から 角館町雲然田中 437-2
中川保育園 45 人 1 歳から 角館町川原羽黒堂 324-1
にこにこ保育園 90 人 0 歳から 西木町門屋字六本杉 2-1
ひのきない保育園 50 人 0 歳から 西木町桧木内字高屋 137
■申込受付期間／ 12 月 2 日（月）～ 25 日（水）
■申込方法／子育て推進課 ( 西木庁舎 )、地域センター窓口 ( 角館庁舎・田沢湖庁舎 )、
　各出張所および各保育園にある申込書に必要事項を記入し、受付期間内にお申し込
　みください。
　現在、入園している方には、保育園を通じて申込書をお渡しします。
■添付書類／申込み時まで準備できない書類は、準備ができ次第速やかに提出してく
　ださい。
①平成 25 年分 源泉徴収票の写し
②平成 25 年分 確定申告書の写し（確定申告する方は申告後に必ず提出）
③平成 26 年度 市町村民税・県民税申告書の写し（①②が無い場合）
④平成 25 年１月２日以降に仙北市へ転入された方は、前住所地での平成 25 年度住民
　税課税（または非課税）証明書
⑤就労証明書その他必要な書類（病気や出産などの理由による入園の場合、医師の診
　書や身障手帳、母子手帳が必要です）
⑥在宅する身体障がい者がいる場合は身障手帳のコピー

　平成 23 年から年少扶養控除と 16 ～ 18 歳の特定扶養控除の上乗せ部分が廃止され
　ましたが、保育料を算定する際は控除とみなして計算しますので、年末調整や税の
　申告の際に忘れずに申告してください。保育料に影響する場合があります。

■保育料／保護者の所得や家庭の状況、児童の年齢などにより算出されます。

【へき地保育園】
■入園基準／入園希望の方は、子育て推進課または上桧木内出張所にある申込書を受
　付期間内に提出してください。

保育園名 定員 入園対象 所在地
かみひのきない保育園 15 人 3 歳から 西木町上桧木内字大森 37
■申込受付期間／ 12 月 2 月（月）～ 25 日（水）

■問合せ／子育て推進課　子育て支援係　☎ 43-2280

平
成
26
年
度
　

　
保
育
園
・
幼
稚
園
　
入
園
申
込
案
内
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５

１４

２
６

配信される情報
◆防災情報　◆安心情報　
◆子育て情報　◆学校情報
空メールで簡単登録！
toroku@anshin.city.semboku.akita.jp

へ空メールを送信。返信される
メールの内容に従って本登録を
行ってください。
●問合せ／総合情報センター
　 43-3339

仙北市
安全・安心メール
にご登録ください！

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

●
募
集
期
間
／
12
月
２
日
（
月
）
ま
で

●
募
集
住
宅
／

　

さ
く
ら
ぎ
の
里
Ｂ
‐
３
‐
２（
築
17
年
）

◎
住
所
／
角
館
町
雲
然
荒
屋
敷
４
０
９

◎
規
格
／
２
戸
長
屋
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

◎
階
数
／
２
階
建
て

◎
月
額
家
賃
／
２
万
４
３
０
０
円
か

　

ら
（
所
得
額
に
よ
る
）

◎
月
額
駐
車
料
金
／
１
区
画
２
千
円

※
入
居
時
に
月
額
家
賃
の
３
か
月
分

　

の
敷
金
の
納
付
、
連
帯
保
証
人
が

　

必
要
と
な
り
ま
す
。

※
暖
房
器
具
は
、
湿
気
防
止
の
為
、
屋

　

外
給
排
気
式
（
Ｆ
Ｆ
式
等
）
ま
た
は

　

電
気
ス
ト
ー
ブ
を
使
用
し
て
い
た
だ

　

き
ま
す
。

※
申
込
は
１
世
帯
１
戸
限
り
で
す
。

●
入
居
資
格
／
次
の
①
～
⑤
ま
で
の

　

条
件
に
す
べ
て
あ
て
は
ま
る
こ
と
。

①
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ

　

う
と
す
る
親
族
が
あ
る
こ
と
。（
婚

　

姻
の
予
約
者
を
含
む
）

②
入
居
希
望
者
の
月
額
所
得
合
計
が

　

15
万
８
０
０
０
円
以
下
で
あ
る
こ

　

と
。
た
だ
し
、
小
学
校
就
学
前
の
子

　

ど
も
が
い
る
世
帯
は
25
万
９
０
０
０

　

円
以
下
で
あ
る
こ
と
。

③
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と

　

が
明
ら
か
な
者
で
あ
る
こ
と
。

④
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
者
で
あ

　

る
こ
と
。

⑤
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と
。

※
単
身
入
居
の
場
合
は
、
条
件
が
あ
り

　

ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

　

い
。（
昭
和
31
年
4
月
1
日
以
前
に

　

生
ま
れ
た
方
は
申
込
可
能
等
）

※
市
外
在
住
の
方
で
も
入
居
可
能
で
す
。

※
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
事
前
に

　

都
市
整
備
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
申
込
方
法
／
申
込
書
に
必
要
事
項
を

　

記
入
し
必
要
書
類
を
添
え
て
、
募
集

　

期
間
内
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
当

　

日
必
着
）

●
提
出
先
・
申
込
書
設
置
場
所
／

　

都
市
整
備
課
（
西
木
庁
舎
）、
田
沢

　

湖
・
角
館
地
域
セ
ン
タ
ー

●
添
付
書
類
／

①
入
居
希
望
者
全
員
の
市
税
の
滞
納

　

が
な
い
こ
と
を
証
明
で
き
る
も
の

　

各
１
通
（
学
生
は
除
く
）

②
入
居
希
望
者
全
員
の
平
成
25
年
度

　

市
県
民
税
課
税
証
明
書
各
１
通
（
所

　

得
・
控
除
・
年
税
額
の
記
載
の
あ

　

る
も
の
）

③
入
居
希
望
者
の
世
帯
の
住
民
票
謄

　

本
１
通
（
省
略
事
項
の
な
い
も
の
・

　

婚
姻
予
定
者
等
は
各
１
通
）

④
生
活
保
護
受
給
者
は
、
生
活
保
護

　

受
給
証
明
書
1
通

⑤
単
身
入
居
者
は
、
戸
籍
謄
本
1
通

　
（
単
身
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る

　

も
の
）

⑥
そ
の
他
特
別
な
事
由
の
書
類

※
い
ず
れ
も
市
役
所
窓
口
で
発
行
し

　

て
い
ま
す
。（
手
数
料
が
掛
か
り
ま

　

す
）

●
選
考
方
法
／
応
募
者
多
数
の
場
合
、

　

書
類
審
査
の
う
え
公
開
抽
選
（
申

　

込
人
に
よ
る
く
じ
引
き
）
を
行
い

　

ま
す
。

◎
抽
選
日
時
／
12
月
11
日
（
水
）
14
時

◎
抽
選
場
所
／
西
木
総
合
開
発
セ
ン

　

タ
ー　

２
階　

農
林
研
修
室

●
入
居
時
期
／
12
月
16
日
（
月
）
か

　

ら
入
居
可
能
で
す
。

●
問
合
せ
／
都
市
整
備
課　

　

住
宅
公
園
係
（
西
木
庁
舎
）

　

（
43
）
２
２
９
５

12
月
２
日

夜
間
納
税
窓
口
開
設

の
お
知
ら
せ

　

日
中
、
仕
事
な
ど
で
市
税
を
納
め
る

こ
と
が
で
き
な
い
方
の
た
め
に
、
夜
間

納
税
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

　

ま
た
、
諸
事
情
に
よ
り
市
税
を
納
め

る
こ
と
が
困
難
な
方
の
た
め
に
納
税
相

談
窓
口
も
併
せ
て
開
設
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
来
庁
く
だ
さ
い
。

●
日
時
／
12
月
２
日
（
月
）

　

17
時
15
分
～
19
時

※
開
設
時
間
に
都
合
が
つ
か
な
い
場
合

　

は
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
場
所
／
税
務
課
、
角
館
・
西
木
地
域

　

セ
ン
タ
ー

●
問
合
せ
／
税
務
課
（
田
沢
湖
庁
舎
）

　

（
43
）
１
１
１
７

市
立
角
館
総
合
病
院
か
ら

脳
卒
中
撲
滅
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
お
知
ら
せ

　
「
ど
こ
も
悪
い
と
こ
ろ
が
な
い
か
ら
」

と
安
心
し
て
い
ま
せ
ん
か
。
し
か
し
、
あ

る
日
突
然
訪
れ
る
の
が
脳
の
病
気
で
す
。

　

脳
卒
中
に
代
表
さ
れ
る
脳
の
病
気
を

予
防
す
る
に
は
、
一
般
の
ド
ッ
ク
に
加

え
て
脳
の
検
査
が
大
事
で
す
。
昨
年
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
よ
っ
て
早
め
に
病
気

が
見
つ
か
り
、
外
科
処
置
で
発
症
を
予

防
さ
れ
た
方
が
い
ま
す
。

　

健
康
に
過
ご
す
た
め
に
、
高
脂
血
症
、

高
血
圧
、
糖
尿
病
、
心
臓
病
の
方
に
は

お
す
す
め
し
ま
す
。
一
度
「
脳
ド
ッ
ク
」

を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
期
間
／
12
月
か
ら
1
月
末
ま
で

●
検
査
内
容
／
脳
、
脳
血
管
画
像
診
断

●
対
象
／
先
着
１
０
０
人

●
費
用
／
１
万
円

●
検
査
日
／
火
・
水
・
木
曜
日
の
13
時

●
申
込
／
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

　

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
オ
プ
シ
ョ
ン
で「
脳
梗
塞
リ
ス
ク
マ
ー

　

カ
ー
検
査
（
Ａ
６
Ｃ)

」
を
行
い
ま
す
。

　

希
望
さ
れ
る
方
は
お
申
し
込
み
く
だ

　

さ
い
。
別
途
費
用
１
万
５
０
０
０
円

　

が
か
か
り
ま
す
。（
採
血
日
、
月
曜
日

　

15
時
か
ら
）

●
申
込
・
問
合
せ
／
市
立
角
館
総
合
病

　

院　

（
54
）
２
１
４
５
（
健
診
担
当
）

◎
第
３
部　

最
近
の
医
療
の
進
歩
と
話

　

題 　

16
時
40
分
～
19
時 

①
元
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
自
然
免
疫
健
康
研
究
会  

　

副
理
事
長　

梶
本
庸
右 

　
『
長
寿
自
然
免
疫
健
康
法
：
癌
／
イ

　

ン
フ
ル
エ
ン
ザ  

』

②
秋
田
赤
十
字
病
院  

救
命
救
急
セ
ン

　

タ
ー　

部
長　

藤
田
康
雄 

　
『
秋
田
県
の
救
急
医
療
と
ド
ク
タ
ー

　

ヘ
リ
』

③
仙
台
広
南
病
院 

血
管
内
脳
神
経
外
科

　

部
長　

松
本
康
史

　
『
切
ら
ず
に
な
お
す
、
脳
血
管
内
治

　

療
』

開
院
60
周
年
記
念

医
療
安
全
週
間
特
別
企
画 

仙
北
市
市
民
医
学
講
座

　

厚
生
労
働
省
の
医
療
安
全
推
進
週
間

に
ち
な
み
医
学
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時
／
11
月
30
日
（
土
）

　

15
時
～
19
時

●
場
所
／
グ
ラ
ン
デ
ー
ル
ガ
ー
デ
ン

●
共
催
／
市
立
角
館
総
合
病
院　

大
曲

　

仙
北
医
師
会
角
館
ブ
ロ
ッ
ク
会

●
参
加
は
無
料
、
要
予
約

●
連
絡
先
／
市
立
角
館
総
合
病
院　

　

総
務
管
理
課　

（
54
）
２
１
１
１

●
テ
ー
マ
／

　

安
全
安
心
な
医
療
を
つ
く
る
た
め
に

●
プ
ロ
グ
ラ
ム
／

◎
第
１
部　

皆
様
へ
の
安
全
メ
ッ
セ
ー
ジ 

　

安
全
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
医
療
安
全
対

　

策
室
）、
正
し
い
薬
の
の
み
方
（
薬

　

剤
科
）、N

ow
! or N

ever!

／
角
館
消

　

防
署

　

15
時
～
15
時
30
分

◎
第
２
部　

知
ら
な
い
と
損
す
る
ホ
ッ

　

ト
な
話
（
角
館
総
合
病
院
／
西
明
寺

　

診
療
所
／
他
）

　

（ａ）
胃
癌
と
大
腸
癌
に
つ
い
て
、

（ｂ）
脳

　

外
科
に
こ
な
い
た
め
に
、

（ｃ）
転
倒
と

　

骨
折
、

（ｄ）
あ
き
ら
め
な
い
で
、
尿
も

　

れ
、　

（ｅ） 

プ
ロ
パ
ン
／
ハ
イ
ブ
リ
ッ

　

ド
車
バ
イ
フ
ュ
エ
ル
回
路

　

15
時
30
分
～
16
時
30
分

市
立
角
館
総
合
病
院
か
ら
お
願
い

　

今
年
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
ノ
ロ
ウ

イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
性
胃
腸
炎
な
ど
が

流
行
す
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
度
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
院

内
発
生
が
あ
り
、
病
棟
で
の
面
会
制
限

や
面
会
禁
止
の
措
置
を
と
ら
せ
て
い
た

だ
き
、
ご
家
族
や
面
会
の
皆
様
に
は
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

　

院
内
感
染
防
止
の
観
点
か
ら
、発
熱
・

咳
・
下
痢
・
嘔
吐
な
ど
の
症
状
が
あ
る

方
は
ご
面
会
を
お
控
え
く
だ
さ
い
。

　

感
染
予
防
の
た
め
、マ
ス
ク
の
着
用
・

手
指
衛
生
・
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

学
習
資
料
館
の
休
館
日
に
つ

い
て

　

広
報
11
月
１
日
号
の
図
書
館
情
報
局

（
11
ペ
ー
ジ
）
に
掲
載
し
た
学
習
資
料

館
の
休
館
日
で
、
11
月
25
日
（
月
）
が

抜
け
て
い
ま
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り

お
詫
び
し
再
掲
し
ま
す
。

●
問
合
せ
／
学
習
資
料
館

　

（
43
）
３
３
３
３

学
習
資
料
館　

11
月
の
休
館
日
（
11
月
16
日
以
降
分
）

16
日（
土
）～
22
日（
金
）（
蔵
書
点
検
・

整
理
の
た
め
休
館
）、23
日
（
土
・
祝
）、

25
日
（
月
）、
30
日
（
水
・
月
末
整

理
休
館
）

【
平
成
25
年
12
月
2
日
納
期
限
の
税
目
】

　

口
座
振
替
日
も
納
期
限
と
同
日
で
す

の
で
、
前
日
ま
で
通
帳
の
残
高
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

◎
固
定
資
産
税
・
第
４
期

◎
国
民
健
康
保
険
税
（
普
通
徴
収
）・

　

第
５
期

◎
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
普
通
徴

　

収
）・
第
５
期
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●総務課　 43-1111

●ホームページ　http://www.city.semboku.akita.jp/

●角館地域センター（サポートセンター）　 43-3309

市
役所からのお知らせ

　

Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏ

ｎ　

●西木地域センター（サポートセンター）　 43-2200　
●桧木内出張所（サポートセンター）　 48-2001　

●上桧木内出張所（サポートセンター）　 49-2159

●田沢湖地域センター（サポートセンター）　 43-1115・43-1147

●田沢出張所（サポートセンター）　 43-1351　

●神代出張所（サポートセンター）　 43-1352

３



▲

問合せ／環境保全センター　 54-3305

日付

田沢湖一般廃棄物最終処分場（搬入時）
運搬車輌 10 台分

左右測定
田沢湖一般廃棄物最終処分場

田向地区 
C 測定地点

国道 46 号線 
交差点付近
D 測定地点

ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ 2 か所
（測定平均値） Ａ測定地点 Ｂ測定地点最大値 最小値

10 月 1 日 0.05 0.04 0.05
10 月 2 日 0.05 0.05 0.05
10 月 3 日 0.05 0.04 0.05
10 月 4 日 0.05 0.04 0.04 0.05 0.05 0.05 0.05
10 月 7 日 0.05 0.04 0.05
10 月 8 日 0.06 0.05 0.06
10 月 9 日 0.05 0.05 0.05

10 月 10 日 0.05 0.04 0.05
10 月 11 日 0.06 0.05 0.06 0.05 0.05 0.05 0.05
10 月 15 日 0.05 0.04 0.05
10 月 18 日 0.05 0.04 0.05 0.05 0.05 0.04 0.05
10 月 21 日 0.05 0.04 0.05
10 月 22 日 0.05 0.04 0.05
10 月 23 日 0.05 0.04 0.05
10 月 24 日 0.05 0.04 0.05
10 月 25 日 0.05 0.04 0.06 0.04 0.05 0.05 0.05
10 月 28 日 0.05 0.04 0.05
10 月 29 日 0.05 0.04 0.05
10 月 30 日 0.06 0.05 0.05
10 月 31 日 0.05 0.04 0.05

災害廃棄物受入実績
4 月～ 9 月 10 月 合計

日数 97 20 117
搬入台数（台） 970 200 1,170

受入量（ﾄﾝ） 2,314.72 524.16 2,838.88

放射性物質濃度の測定結果 ※カッコ内は検出下限値

測定項目
（ベクレル／リットル）

測定場所

田沢湖一般廃棄物最終処分場 周辺地区
飲用井戸水浸出水原水 放流水 放流水・沢水の合流点 地下水

10 月 18 日
セシウム 134 不検出（0.6） 不検出（0.8） － 不検出（0.4） 不検出（0.8）
セシウム 137 不検出（0.6） 不検出（0.8） － 不検出（0.7） 不検出（0.8）

岩手県野田村の不燃系混合廃棄物受入に伴う調査結果

【福祉施設】

検査調理場 検査月日 検査品目 産地 セシウム 134
（測定下限値 Bq/Kg）

セシウム 137
（測定下限値 Bq/Kg）

にしき園 10 月 8 日 じゃがいも 北海道 測定下限値未満（5.87Bq/Kg） 測定下限値未満（7.42Bq/Kg）

【保育園給食】
検査調理場 検査月日 検査品目 産地 セシウム 134

（測定下限値 Bq/Kg）
セシウム 137

（測定下限値 Bq/Kg）

生保内保育園

10 月 1 日 じゃがいも 北海道 測定下限値未満（6.12Bq/Kg） 測定下限値未満（7.61Bq/Kg）

10 月 9 日 鶏卵 秋田県 測定下限値未満（県測定）

10 月 15 日 たまねぎ 北海道 測定下限値未満（5.97Bq/Kg） 測定下限値未満（7.42Bq/Kg）

10 月 22 日 キャベツ 青森県 測定下限値未満（6.01Bq/Kg） 測定下限値未満（7.46Bq/Kg）

10 月 29 日 もやし 福島県 測定下限値未満（5.93Bq/Kg） 測定下限値未満（7.36Bq/Kg）

神代保育園

10 月 1 日 キャベツ 青森県 測定下限値未満（6.06Bq/Kg） 測定下限値未満（7.45Bq/Kg）

10 月 9 日 しいたけ 秋田県 測定下限値未満（県測定）

10 月 15 日 たまご 秋田県 測定下限値未満（6.00Bq/Kg） 測定下限値未満（7.52Bq/Kg）

10 月 22 日 さつまいも 秋田県 測定下限値未満（5.82Bq/Kg） 測定下限値未満（7.23Bq/Kg）

10 月 29 日 かぼちゃ 秋田県 測定下限値未満（6.02Bq/Kg） 測定下限値未満（7.47Bq/Kg）

にこにこ保育園

10 月 3 日 たまご 秋田県 測定下限値未満（5.99Bq/Kg） 測定下限値未満（7.44Bq/Kg）

10 月 9 日 じゃがいも 秋田県 測定下限値未満（県測定）

10 月 17 日 えのき 長野県 測定下限値未満（6.14Bq/Kg） 測定下限値未満（7.63Bq/Kg）

10 月 24 日 キャベツ 青森県 測定下限値未満（6.16Bq/Kg） 測定下限値未満（7.65Bq/Kg）

10 月 30 日 さつまいも 秋田県 測定下限値未満（6.12Bq/Kg） 測定下限値未満（7.60Bq/Kg）

ひのきない保育園

10 月 3 日 しめじ 新潟県 測定下限値未満（5.98Bq/Kg） 測定下限値未満（7.42Bq/Kg）

10 月 9 日 きゅうり 秋田県 測定下限値未満（県測定）

10 月 17 日 豚ひき肉 秋田県 測定下限値未満（6.00Bq/Kg） 測定下限値未満（7.45Bq/Kg）

10 月 24 日 もやし 秋田県 測定下限値未満（5.96Bq/Kg） 測定下限値未満（7.40Bq/Kg）

10 月 30 日 ほうれんそう 秋田県 測定下限値未満（6.20Bq/Kg） 測定下限値未満（7.73Bq/Kg）

角館保育園（白岩小百合
保育園、角館西保育園、
中川保育園）

10 月 3 日 だいこん 秋田県 測定下限値未満（5.93Bq/Kg） 測定下限値未満（7.36Bq/Kg）

10 月 9 日 なす 秋田県 測定下限値未満（県測定）

10 月 17 日 なし 秋田県 測定下限値未満（6.15Bq/Kg） 測定下限値未満（7.64Bq/Kg）

10 月 24 日 もやし 岩手県 測定下限値未満（6.08Bq/Kg） 測定下限値未満（7.56Bq/Kg）

10 月 30 日 しいたけ 秋田県 測定下限値未満（6.04Bq/Kg） 測定下限値未満（7.50Bq/Kg）

※角館地区の保育園では、角館保育園が給食食材を一括購入しています。　　　　　　　　　　　　

▲

一般食品基準値：100Bq ／ kg 以下　（一般食品、平成 24 年 4 月 1 日より適用）▲

問合せ／【学校給食】教育委員会教育指導課（角館庁舎）　 43-3382　【保育園給食】子育て推進課（西木庁舎）　 43-2280
　　　　　  【市民持込食材】環境防災課（角館庁舎）　 43-3308

【学校給食】

検査調理場 検査月日 検査品目 産地 セシウム 134
（測定下限値 Bq/Kg）

セシウム 137
（測定下限値 Bq/Kg）

田沢湖学校給食センター

10 月 2 日 じゃがいも 秋田県 測定下限値未満（6.06Bq/Kg） 測定下限値未満（7.52Bq/Kg）

10 月 9 日 ピーマン 岩手県 測定下限値未満（6.37Bq/Kg） 測定下限値未満（7.92Bq/Kg）

10 月 15 日 鶏肉 岩手県 測定下限値未満（県測定）

10 月 23 日 にんじん 秋田県 測定下限値未満（6.39Bq/Kg） 測定下限値未満（7.95Bq/Kg）

10 月 30 日 だいこん 秋田県 測定下限値未満（5.93Bq/Kg） 測定下限値未満（7.36Bq/Kg）

角館学校給食センター

10 月 2 日 ほうれんそう 秋田県 測定下限値未満（6.19Bq/Kg） 測定下限値未満（7.69Bq/Kg）

10 月 9 日 もやし 秋田県 測定下限値未満（6.22Bq/Kg） 測定下限値未満（7.73Bq/Kg）

10 月 15 日 鶏卵 秋田県 測定下限値未満（県測定）

10 月 23 日 白菜 秋田県 測定下限値未満（6.16Bq/Kg） 測定下限値未満（7.65Bq/Kg）

10 月 30 日 みかん 熊本県 測定下限値未満（6.06Bq/Kg） 測定下限値未満（7.53Bq/Kg）

西木学校給食センター

10 月 2 日 さつまいも 茨城県 測定下限値未満（6.01Bq/Kg） 測定下限値未満（7.46Bq/Kg）

10 月 9 日 たまねぎ 北海道 測定下限値未満（6.10Bq/Kg） 測定下限値未満（7.58Bq/Kg）

10 月 15 日 にんじん 青森県 測定下限値未満（県測定）

10 月 23 日 鶏肉 青森県 測定下限値未満（5.92Bq/Kg） 測定下限値未満（7.35Bq/Kg）

10 月 30 日 白菜 秋田県 測定下限値未満（5.96Bq/Kg） 測定下限値未満（7.40Bq/Kg）

仙北市の放射性物質測定状況

岩手県野田村不燃系混合災害廃棄物受入に係る空間放射線量率測定結果
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仙
北
市
で
は
、
明
る
い
社
会
づ
く
り
の

一
環
と
し
て
、
様
々
な
分
野
で
社
会
参
加

さ
れ
、
い
き
い
き
と
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る

高
齢
者
を
地
域
の
小
学
校
で
行
わ
れ
る
学

習
発
表
会
の
場
で
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
の
表
彰
者
９
人
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

貴
重
な
茅
葺
き
職
人
と
し
て
65
年
以
上

に
わ
た
り
、
茅
葺
き
技
術
を
開
発
・

改
良
し
続
け
、
地
域
の
茅
葺
き
屋
根
を
残
し

て
い
く
た
め
に
現
役
で
仕
事
を
継
続
さ
れ
て

い
ま
す
。
後
世
の
た
め
、
後
継
者
の
育
成
を

積
極
的
に
す
す
め
、
せ
ん
ぼ
く
ふ
る
さ
と
マ

イ
ス
タ
ー
と
し
て
体
験
講
座
も
行
っ
て
い
ま

す
。
今
年
は
、
重
要
文
化
財
（
建
造
物
）
に

指
定
さ
れ
て
い
る
草
彅
家（
田
沢
湖
生
保
内
）

の
茅
葺
き
も
手
が
け
ま
し
た
。

65
年
以
上
の
永
き
に
わ
た
り
茅
葺
き

に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
地
域
の

茅
葺
き
屋
根
を
残
し
て
い
く
た
め
、
今
は
文

化
財
建
造
物
保
存
技
術
協
会
、
全
国
社
寺
等

屋
根
工
事
技
術
保
存
会
の
茅
葺
師
と
し
て
現

役
で
仕
事
を
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。
後
世
の

た
め
に
後
継
者
の
育
成
を
積
極
的
に
す
す

め
、
せ
ん
ぼ
く
ふ
る
さ
と
マ
イ
ス
タ
ー
と
し

て
体
験
講
座
も
行
っ
て
い
ま
す
。

野
球
分
野
で
は
、
昭
和
36
年
か
ら
野
球

審
判
員
と
し
て
、
現
在
は
秋
田
県
軟

式
野
球
連
盟
仙
北
支
部
名
誉
会
長
と
し
て
、

永
年
、
地
域
の
野
球
競
技
発
展
の
た
め
、
現

在
も
野
球
競
技
運
営
の
最
前
線
で
活
躍
さ
れ

て
い
ま
す
。
町
内
会
で
は
、
高
齢
者
世
帯
支

援
や
町
内
道
路
等
の
清
掃
活
動
な
ど
積
極
的

に
活
動
し
、
漁
業
分
野
で
は
、
桧
木
内
川
を

ア
ユ
釣
り
の
本
場
と
す
る
た
め
、
県
内
外
へ

の
周
知
広
報
活
動
や
大
会
誘
致
活
動
、
川
魚

が
住
め
る
環
境
整
備
活
動
な
ど
、
多
分
野
で

地
域
の
発
展
の
た
め
ご
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

田
沢
湖
高
原
や
湖
畔
等
で
60
年
を
超
え

て
調
理
師
を
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
55

年
に
発
足
し
た
田
沢
湖
地
区
調
理
師
の
会
庖

和
会
で
は
「
山
の
芋
鍋
」
を
考
案
し
、
そ
の

会
長
を
務
め
ら
れ
、
そ
の
後
も
老
人
ホ
ー
ム

へ
「
山
の
芋
鍋
」
を
振
る
舞
い
、
東
日
本
大

震
災
で
は
３
度
に
わ
た
る
山
田
町
へ
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
、
避
難
者
へ
の
料
理
の
振
る

舞
い
を
行
っ
て
い
ま
す
。
普
段
か
ら
料
理
教

室
講
師
や
生
保
内
地
域
運
営
体
の
役
員
と
し

て
多
方
面
に
わ
た
り
活
躍
さ
れ
、
平
成
９
年

に
は
調
理
師
と
し
て
の
功
績
が
認
め
ら
れ
厚

生
大
臣
（
当
時
）
表
彰
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

角
館
町
雲
沢
地
区
の
福
祉
・
地
域
向
上

の
た
め
常
に
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
動

さ
れ
て
い
ま
す
。赤
十
字
奉
仕
団
や
婦
人
会
、

仙
北
市
社
会
福
祉
協
議
会
か
た
る
べ
会
役
員

を
永
き
に
わ
た
り
歴
任
さ
れ
、
様
々
な
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
も
率
先
し
て
参
加
さ
れ
ま

し
た
。「
夫
の
理
解
が
あ
っ
た
か
ら
活
動
を

続
け
ら
れ
ま
し
た
。
今
は
夫
の
入
院
先
を
往

復
す
る
生
活
で
す
」
と
、
忙
し
い
毎
日
を
過

ご
し
な
が
ら
も
雲
沢
地
区
が
行
う
花
壇
の
球

根
の
植
え
替
え
作
業
を
続
け
て
い
ま
す
。

平
成
元
年
か
ら
24
年
間
に
わ
た
り
、
春

夏
秋
冬
ほ
ぼ
毎
日
角
館
町
菅
沢
か
ら

岩
瀬
、
小
館
、
小
勝
田
、
北
部
ま
で
町
内
全

域
の
ご
み
拾
い
を
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。
小

さ
な
ご
み
袋
を
数
枚
持
ち
歩
き
、
空
き
缶
、

吸
い
殻
、
弁
当
の
食
べ
残
し
容
器
、
は
て
は

爪
楊
枝
ま
で
拾
い
集
め
、
ま
ち
の
美
化
に
貢

献
さ
れ
て
い
ま
す
。
鈴
木
さ
ん
の
ご
み
拾
い

は
、
散
歩
も
兼
ね
、
１
日
２
万
歩
を
超
え
る

こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

63
年
間
の
永
き
に
わ
た
り
大
根
、
か

ぶ
、
タ
イ
ナ
な
ど
様
々
な
野
菜
を

作
り
続
け
て
き
ま
し
た
。
平
成
元
年
か
ら
生

活
改
善
グ
ル
ー
プ
（
当
時
）
と
し
て
漬
け
物

や
餅
菓
子
づ
く
り
に
携
わ
り
、
今
で
も
毎
週

水
・
土
・
日
曜
に
は
、
立
町
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー

ク
で
販
売
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
昭
和
50

年
代
か
ら
は
、
火
振
り
か
ま
く
ら
で
使
用
す

る
炭
俵
づ
く
り
の
先
駆
者
と
し
て
生
産
活
動

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
中
川
小
学
校
で
は
、

平
成
12
年
か
ら
10
年
近
く
嘱
託
指
導
員
と
し

て
課
外
体
験
学
習
、
昔
遊
び
、
わ
ら
細
工
な

ど
を
子
ど
も
た
ち
に
指
導
し
ま
し
た
。

役
場
を
退
職
後
、
約
10
年
間
、
花
の
苗

を
育
て
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
続
け
て

い
ま
す
。
種
蒔
き
、
水
の
管
理
な
ど
丹
精
込

め
て
育
て
ら
れ
た
苗
は
、
そ
の
後
、
老
人
ク

ラ
ブ
田
沢
寿
会
の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
、
田
沢

交
流
セ
ン
タ
ー
や
田
沢
出
張
所
（
当
時
）、

田
沢
湖
畔
の
花
だ
ん
な
ど
に
植
え
ら
れ
、
毎

年
美
し
い
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
す
。
目
が
不

自
由
な
堀
川
さ
ん
は
、こ
の
活
動
を
通
じ
て
、

市
民
の
模
範
と
な
り
、
明
る
い
社
会
づ
く
り

に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

20
歳
か
ら
親
方
と
し
て
日
本
全
国
を

ま
わ
り
、
大
工
、
造
船
、
採
石
、

そ
の
他
様
々
な
仕
事
を
さ
れ
て
家
族
を
支
え

て
き
ま
し
た
。
65
歳
に
な
っ
て
地
元
へ
戻
っ

た
と
こ
ろ
、
牛
や
豚
の
扱
い
で
が
ん
ば
っ
て

い
た
奥
様
が
病
に
倒
れ
、
そ
の
後
10
年
間
の

長
き
に
わ
た
り
、
献
身
的
な
介
護
を
続
け
て

い
ま
す
。
明
平
さ
ん
は
「
今
ま
で
無
理
を
さ

せ
た
か
ら
」と
、食
事
の
介
助
、お
む
つ
交
換
、

床
ず
れ
の
手
当
な
ど
し
な
が
ら
、
重
度
障
が

い
の
奥
様
と
共
に
生
活
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

明
る
い
社
会
づ
く
り
　
人
生
を
い
き
い
き
と

高
齢
者
　
　 

表
彰

高齢者輝き表彰

輝
き

大
石 

辰
夫
さ
ん
（
田
沢
湖
梅
沢
）

佐
藤 

喜
一
さ
ん
（
西
木
町
小
渕
野
）

荒
川 

忠
さ
ん
（
角
館
町
裏
町
）

斉
藤 

忠
一
さ
ん
（
田
沢
湖
生
保
内
）

後
藤 

正
子
さ
ん
（
角
館
町
雲
然
）

鈴
木 

喜
智
夫
さ
ん
（
角
館
町
上
菅
沢
）

山
本 

悦
子
さ
ん
（
角
館
町
岩
瀬
町
）

堀
川 

敬
紀
さ
ん
（
田
沢
湖
田
沢
）

明
平 

豊
治
さ
ん
（
田
沢
湖
梅
沢
）

か
や
ぶ

ほ
う

わ
か
い
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10
月
12
日
か
ら
14
日
の
日
程
で
、
第
13
回

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
東
京
都
内
各

地
で
行
わ
れ
、
次
の
方
々
が
見
事
メ
ダ
ル
を

獲
得
し
ま
し
た
。

大
会
成
績
（
敬
称
略
）

卓
球
（
サ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
テ
ニ
ス
）

　

銀
メ
ダ
ル　

武
田
利
美
（
角
館
町
） 

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク　

デ
ィ
ス
タ
ン
ス
部
門

　

銅
メ
ダ
ル　

大
桃
克
也
（
角
館
町
）

銀メダルを獲得した
武田利美さん

銅メダルを獲得した
大桃克也さん

10月12日-14日
東京都内

ス
ポ
ー
ツ
祭
東
京
２
０
１
３
　
第
13
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

武
田
利
美
さ
ん
、
大
桃
克
也
さ
ん
が
メ
ダ
ル
獲
得

　

10
月
31
日
、
角
館
図
書
館
後
援
会
（
髙
𣘺

雄
七
会
長
）主
催
に
よ
る「
文
化
講
演
会
」が
、

角
館
樺
細
工
伝
承
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
初
期
の
人
々
は
自
分
た
ち
と
変
わ
ら
な
い

第
53
回
文
化
講
演
会

「大正・昭和初期には婦人誌やグルメ日記、有
名学校の『お受験』があり、当時の生活をそ
う遠くないものと感じるようになった」と話
す中島さん

10月31日
角館樺細工伝承館

　

講
師
に
小
説
家
の
中
島
京
子
さ
ん
を
迎
え
、

昭
和
初
期
の
物
語
で
直
木
賞
受
賞
作
品
「
小

さ
い
お
う
ち
」
誕
生
の
経
緯
や
時
代
背
景
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。「
学
校
で
習
う
昭
和

初
期
と
祖
母
か
ら
聞
い
た
話
が
う
ま
く
合
致

せ
ず
違
和
感
を
感
じ
た
」
こ
と
か
ら
そ
の
時

代
を
調
べ
「
今
の
自
分
と
そ
ん
な
に
か
わ
ら

な
い
、
似
た
よ
う
な
人
た
ち
が
戦
時
中
を
過

ご
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
胸
に
迫
る
思

い
が
し
た
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

こ
の
講
演
会
は
、
芥
川
賞
作
家
で
新
潮
社

記
念
文
学
館
名
誉
館
長
の
高
井
有
一
さ
ん
の

紹
介
で
、
毎
年
著
名
な
作
家
を
招
い
て
開
催

し
て
い
る
も
の
で
、
今
年
で
53
回
目
。

　

11
月
２
日
か
ら
４
日
に
秋
田
市
雄
和
の
ス

カ
イ
ド
ー
ム
で
第
25
回
ト
ヨ
タ
ジ
ュ
ニ
ア

カ
ッ
プ
サ
ッ
カ
ー
大
会
が
行
わ
れ
、
県
内
の

各
地
区
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
33
チ
ー
ム
が
熱

戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
に
Ｆ
Ｃ
角
館
セ
レ
ジ
ェ
ス
タ
が

出
場
。
接
戦
を
制
し
な
が
ら
勝
ち
上
が
り
、

全
県
ベ
ス
ト
４
の
成
績
を
収
め
、
５
月
に
行

わ
れ
る
東
北
大
会
へ
出
場
し
ま
す
。
な
お
、

選
手
の
試
合
の
様
子
は
、
11
月
23
日
午
後
２

時
か
ら
Ａ
Ｂ
Ｓ
朝
日
放
送
で
テ
レ
ビ
放
送
さ

れ
る
予
定
で
す
。

今大会（5 年生以下）で好成績を収めた FC 角館セレ
ジェスタのメンバー

11月2日-4日
スカイドーム

第
25
回
ト
ヨ
タ
ジ
ュ
ニ
ア
カ
ッ
プ
サ
ッ
カ
ー
大
会

Ｆ
Ｃ
角
館
セ
レ
ジ
ェ
ス
タ　

ベ
ス
ト
４

　

平
成
25
年
９
月
30
日
ま
で
人
権
擁
護
委
員

と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
て
き
た
髙
橋
正
子
さ
ん

（
田
沢
湖
生
保
内
）
に
、
こ
の
度
、
法
務
大

臣
よ
り
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

髙
橋
さ
ん
は
、平
成
19
年
10
月
か
ら
人
権
擁

護
委
員
と
し
て
６
年
間
、
地
域
の
皆
さ
ん
の

人
権
擁
護
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

感謝状が贈られた髙橋正子さん

10月1日
田沢湖生保内

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
ご
活
躍

髙
橋
正
子
さ
ん
に
法
務
大
臣
か
ら
感
謝
状

第２９回 国民文化祭・あきた２０１４

秋田県マスコット　スギッチ

来年、秋田県で開催される国民文化祭の仙北市で行われる事業をシリーズで紹介しています。

内陸線アート  ～私たちの普段着の町・地域～

　秋田内陸線とその沿線に住む人々とのふれあいを通した地域の魅力

を発信します。地域資源を活用した地域博物館（エコミュージアム）

をイメージしながら、内陸線事業（列車や駅舎等のアートラッピング）、

秋田の音楽（懐かしい唱歌でつなぐ沿線）など普段のままの地域に磨

きをプラスした地域体験型の事業でおもてなしをします。

　国民文化祭とは、日本中で様々な文化活動に親しんでいる個人や団体が集まり、
日ごろの成果や実力を発表し交流を深める ｢日本最大の文化祭｣ です。
　昭和 61 年に東京都で開催されてから毎年、各県を巡ってきたこの国民文化祭が
平成 26 年秋、秋田県で開催されます。

仙北市主催事業紹介⑧

第２９回 国民文化祭・あきた２０１４

日　　時 　平成 26 年 10 月 4 日土　～　11 月 3 日 月・祝
会　　場 　秋田内陸線沿線・秋田内陸線全 29 駅および車両（北秋田市・仙北市共同）　

事業内容   　・全 29 駅や車両の装飾、駅や車両でのコンサート等のイベントを開催します。
　　　　　　・秋田内陸線沿線の音楽にスポットを当てた音楽会を開催します。
　　　　　　・地元の素材を使った落ち葉アート展や紙風船の制作体験等を開催します。

問 合 せ 　第 29 回国民文化祭仙北市実行委員会　事務局
　　　　　　（教育委員会国民文化祭推進室内） 43-3315

生涯学習サークル紹介
【問い合わせ先】

教育委員会生涯学習課　 43-3383

　広報せんぼく 6 月 16 日号掲載の仙北市生涯学習ガイドから主に市内
で活動するサークルを紹介します。
　参加してみたいなど、活動に興味がある方は生涯学習課にお問い合
わせください。

※開催日時が変更になる場合がありますので、初めて参加さ
　れる方は事前にお問い合わせください。

■サークル名　ストリートダンス角館スクール
■活動場所　　勤労青少年ホーム（角館町外ノ山 19）

　AKITA STREET DANCE PLANNER が主催するストリートダンス
角館スクールでは、「どんなに田舎でも、都会と変わらず本物
のヒップホップカルチャーを学ぶことが出来る !!」をテーマに
HIPHOP DANCE・GIRLS HIPHOP DANCE・BREAK DANCE の３つ
のスタイルを受講することができ、幼児から大人まで幅広くダ
ンスを楽しんでいます。
　また、入門クラスから初級クラスがあり、カリキュラムも充
実しています。

第５回

■新規募集クラス　キッズクラス　　　　　　  　毎週月曜日　17：00 ～ 18：00
　　　　　　　　GIRLS HIPHOP 入門クラス  　毎週月曜日　19：00 ～ 20：15
　　　　　　　　BREAK DANCE 入門クラス　 毎週火曜日　19：00 ～ 20：15
　　　　　　　　HIPHOP DANCE 入門クラス   毎週水曜日　19：00 ～ 20：15

仙北市のできごとをお届け

ちいきのわだい

仙
北
市
の
で
き
ご
と
を
お
と
ど
け

ち
い
き
の

わ
だ
い
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Ａ
Ｎ
Ａ
グ
ル
ー
プ
で
、
航
空
企
業
経
営
に

関
す
る
研
究
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、
提
言

を
行
う
Ａ
Ｎ
Ａ
総
合
研
究
所
（
長
瀬
眞
代
表

取
締
役
社
長
）
と
仙
北
市
が
地
域
協
働
協
定

を
結
び
ま
し
た
。

　

協
定
で
は
、
相
互
の
人
的
・
知
的
資
源
の

活
用
と
交
流
を
図
り
、
地
域
経
済
の
活
性
化

を
目
指
し
た
協
働
事
業
を
実
施
し
、
仙
北
市

の
振
興
を
図
る
こ
と
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て

い
ま
す
。

　

安
心
し
て
観
光
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
、
地

域
ブ
ラ
ン
ド
化
の
育
成
や
販
路
拡
大
な
ど
、

こ
の
協
定
を
通
し
て
仙
北
市
の
観
光
ブ
ラ
ン

ド
の
高
ま
り
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

協定書にサインする門脇市長と長瀬代表取締役社長

Ａ
Ｎ
Ａ
総
合
研
究
所
と
協
定
締
結

誰
で
も
安
心
し
て
観
光
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
へ

10月28日
仙北市内

表彰状を受け取る佐藤健男さん（写真右）

　

10
月
25
日
、
第
40
回
記
念
秋
田
県
交
通
指

導
隊
大
会
が
秋
田
市
文
化
会
館
で
開
催
さ

れ
、
仙
北
市
か
ら
優
良
隊
員
と
し
て
交
通
指

導
隊
員
11
人
、
優
良
交
通
指
導
隊
と
し
て
仙

北
市
交
通
指
導
隊
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
者
（
敬
称
略
）

永
年
勤
続
20
年
以
上
優
良
隊
員
表
彰

▼
千
葉
章
是　

▼
辻
成
良　

▼
黒
澤
常
喜　

▼
千
葉
茂
範　

▼
堀
川
良
行

満
７
年
以
上
優
良
隊
員
表
彰

▼
髙
橋
芳
弘

特
別
功
労
30
年
以
上
優
良
隊
員
表
彰

▼
佐
藤
義
直　

▼
佐
藤
健
男　

▼
黒
坂
和
夫

▼
藤
原
良
隆　

▼
伊
藤
幸
榮

交
通
指
導
隊
員
11
人
受
賞

第
40
回
記
念
秋
田
県
交
通
指
導
隊
大
会

　

10
月
23
日
、
平
成
25
年
度
環
境
・
保
健
事
業

功
労
者
表
彰
が
秋
田
県
庁
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
環
境
・
保
健
事
業
功
労
者
表
彰
」
と
は
、

県
民
の
健
康
づ
く
り
や
衛
生
水
準
の
向
上
、

生
活
環
境
の
改
善
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
功
労

者
の
表
彰
で
す
。
保
健
衛
生
・
医
療
・
生
活

衛
生
・
食
品
衛
生
・
環
境
衛
生
・
献
血
・
健

康
づ
く
り
の
７
つ
の
部
門
で
１
０
７
人
の

方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
受
賞
者
の
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

栄
養
改
善
事
業
功
労
者

▼
本
庄
昭
一
郎
（
社
団
法
人
秋
田
県
調
理
師

会
角
館
支
部
理
事
）

医
療
功
労
者

▼
大
澤
佳
之
（
一
般
社
団
法
人
秋
田
県
医
師

会
理
事
）

生
活
衛
生
功
労
者

▼
細
川
憲
子
（
秋
田
県
美
容
生
活
衛
生
同
業

組
合
角
館
支
部
神
代
班
長
）　

▼
鬼
川
湖
一

（
秋
田
県
旅
館
ホ
テ
ル
生
活
衛
生
同
業
組
合

角
館
支
部
副
支
部
長
）

食
品
衛
生
功
労
者

▼
藤
原
日
出
男
（
角
館
食
品
衛
生
協
会
食
品

衛
生
推
進
員
・
食
品
衛
生
指
導
員
）

健
康
づ
く
り
推
進
事
業
者
・
団
体
等
表
彰

▼
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
角
館
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ　

理
事
長　

狐
崎
捷
琅

10月25日
秋田市文化会館

平
成
25
年
度
環
境
・
保
健
事
業
功
労
者
表
彰

仙
北
市
か
ら
5
人
・
1
団
体
が
受
賞

10月23日
秋田県庁 　

秋
田
公
立
美
術
大
学
（
樋
田
豊
次
郎
理
事

長
）
と
市
は
、
産
業
、
教
育
、
ま
ち
づ
く
り

な
ど
の
分
野
で
地
域
の
発
展
や
人
材
の
育
成
、

芸
術
文
化
と
産
業
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
に
相
互
協
力
す
る
連
携
協
力
協
定
を
結

び
ま
し
た
。

　

市
内
の
豊
富
な
観
光
資
源
と
芸
術
文
化
の

融
合
を
目
的
と
す
る
仙
北
市
と
、
地
域
社
会

へ
の
貢
献
、
研
究
成
果
の
地
域
還
元
を
踏
ま

え
た
学
生
活
動
の
広
が
り
を
目
的
と
す
る
大

学
側
で
今
回
の
協
定
締
結
に
至
り
ま
し
た
。

　

協
定
を
通
じ
市
民
が
芸
術
文
化
に
触
れ
る

機
会
の
創
出
や
、
教
育
活
動
の
場
を
提
供
す

芸
術
・
文
化
に
よ
る
ま
ち
お
こ
し
目
指
す

秋
田
公
立
美
術
大
学
と
連
携
協
力
協
定

協定後、握手を交わす樋田理事長と門脇市長

10月29日
仙北市内

る
な
ど
の
活
動
に
よ
る
、
新
た
な
地
域
振
興

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

市
は
、
災
害
発
生
時
の
対
応
や
平
常
時
に

お
け
る
高
齢
者
等
の
見
守
り
活
動
な
ど
を
円

滑
に
行
う
た
め
の
協
定
を
市
内
郵
便
局
と
結

び
ま
し
た
。

　

10
月
22
日
に
行
わ
れ
た
締
結
式
で
は
、
市

や
郵
便
局
関
係
者
が
見
守
る
中
、
佐
々
木
正

憲
角
館
郵
便
局
長
と
門
脇
市
長
が
協
定
書
に

サ
イ
ン
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

佐
々
木
局
長
は
「
日
ご
ろ
70
人
超
す
社
員

が
地
域
を
回
っ
て
い
る
。
協
定
を
機
に
一
層

地
域
の
お
役
に
た
て
る
よ
う
業
務
に
努
め
た

い
」
と
話
し
、
門
脇
市
長
も
「
地
域
の
安
心
・

見
守
り
活
動
で
相
互
協
力

市
内
郵
便
局
と
協
定
結
ぶ

協定を交わす佐々木角館郵便局長と門脇市長

10月22日
仙北市内

安
全
の
た
め
お
力
を
借
り
る
こ
と
が
で
き
心

強
い
」
と
こ
れ
か
ら
の
相
互
協
力
に
つ
い
て

話
し
ま
し
た
。

　

仙
北
市
ク
レ
ー
射
撃
大
会
が
10
月
27
日
に

田
沢
湖
ク
レ
ー
射
撃
場
で
行
わ
れ
、
21
人
が

射
撃
の
腕
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

大
会
成
績
（
敬
称
略
）

平
成
25
年
度
仙
北
市
ク
レ
ー
射
撃
大
会

射
撃
の
腕
を
競
い
合
う

10月27日
田沢湖クレー射撃場

　

優
勝　
　

浅
利
忠
一
（
西
木
）
23
点

　

準
優
勝　

畠
山
鑛
榮
（
西
木
）
22
点

　

第
３
位　

大
石
治
（
田
沢
湖
）
22
点

　

第
４
位　

菅
本
重
弘
（
西
木
）
22
点

　

第
５
位　

門
脇
吉
美
（
西
木
）
22
点

　

第
６
位　

浅
利
利
男
（
西
木
）
19
点

　

※
同
点
の
場
合
、
年
齢
が
上
の
方
が
上
位

　

10
月
31
日
、
来
年
統
合
を
控
え
る
角
館
南

高
校
（
青
柳
徹
校
長
）
の
創
立
85
周
年
を
記

念
し
、
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

講演をする荒木田裕子さん。
プロフィール：現秋田県学術顧問、（公
財）日本オリンピック委員会理事な
ど。1971 年第 2 回春の高校バレー準
優勝（高田高校（岩手県）と決勝戦で
戦ったことが縁で現在も交流が続いて
いる）。1972 年 3 月に高校卒業後、バ
レーボール名門チームの日立武蔵（そ
の後日立）に入社。翌年には全日本入
り。1976 年モントリオールオリンピッ
ク金メダルなど世界三大タイトルを獲
得。引退後もバレーボール指導、日本
バレーボール協会女子強化委員長、東
京 2020 オリンピック・パラリンピッ
ク招致委員会理事など多方面で活躍。

失
敗
あ
っ
て
の
成
功　

ま
ず
は
一
歩
踏
み
出
し
て

角
館
南
高
校
創
立
85
周
年
記
念
講
演

10月31日
角館南高校

　

講
師
は
同
校
卒
業
生
の
荒
木
田
裕
子
さ
ん

（
田
沢
湖
神
代
出
身
）。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
選

手
時
代
に
全
日
本
入
り
も
果
た
し
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
な
ど
の
世
界
大
会
で
金
メ
ダ
ル
を
獲

得
し
た
経
歴
を
持
つ
荒
木
田
さ
ん
は
「
夢
を

追
っ
て
」
を
テ
ー
マ
に
ロ
ン
ド
ン
五
輪
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
東
京
招

致
に
つ
い
て
講
演
し
ま
し
た
。
昨
年
の
ロ
ン

ド
ン
五
輪
銅
メ
ダ
ル
獲
得
に
つ
い
て
は
「
選

手
・
ス
タ
ッ
フ
と
も
に
準
備
を
し
っ
か
り
と

行
っ
た
。
こ
こ
ま
で
や
っ
た
か
ら
大
丈
夫
と

い
う
自
信
に
つ
な
が
り
チ
ー
ム
が
一
つ
に

な
っ
た
」、
ま
た
、
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
決
定

に
つ
い
て
は
「
２
０
１
６
年
の
招
致
で
敗
れ

た
が
、
そ
こ
で
培
っ
た
経
験
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
大
き
か
っ
た
。
東
京
決
定
の
瞬
間
は
政

界
も
ア
ス
リ
ー
ト
も
国
民
も
一
つ
に
な
っ
た

と
感
じ
た
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
苦
労
し
た
分
、

喜
び
も
大
き
か
っ
た
と
話
し
、
在
校
生
や
会

場
に
訪
れ
た
Ｏ
Ｂ
ら
約
４
５
０
人
は
言
葉
の

一
つ
ひ
と
つ
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　

10
月
27
日
、
薗
田
児
童
会
館
で
薗
田
豊
穣

ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

４
回
目
の
開
催
を
迎
え
た
今
年
は
、
地
場

農
産
物
品
評
会
へ
農
産
物
や
加
工
品
な
ど
90

品
近
く
出
品
さ
れ
ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、

雲
雀
せ
つ
子
さ
ん
の
「
里
イ
モ
」
が
仙
北
市

長
賞
、
菅
原
ア
ヤ
子
の
「
キ
ャ
ベ
ツ
」
が
白

岩
地
域
運
営
体
会
長
賞
、
そ
の
他
、
15
点
が

受
賞
し
ま
し
た
。

　

屋
外
で
は
餅
つ
き
や
地
元
産
の
小
麦
で

出品物の見事な出来栄えの農産物など並ぶ

第
４
回
薗
田
豊
穣
ま
つ
り

実
り
の
秋
を
祝
う

10月27日
薗田児童会館

作
っ
た
う
ど
ん
の
販
売
な
ど
も
あ
り
、
収
穫

の
秋
を
祝
い
ま
し
た
。

仙北市のできごとをお届け

ちいきのわだい
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法
仙
塾
が
「
ふ
る
さ
と
検
定
」、

「
ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
」
を
作
成

問
題
①　

佐
藤
貞
子
に
唄
わ
れ
世

に
出
た
民
謡
は
何
で
し
ょ
う
か
？

　

ア
．
ひ
で
こ
節

　

イ
．
生
保
内
節

　

ウ
．
お
ば
こ
節

問
題
②　

桧
木
内
川
堤
の
桜
は
今

年
お
よ
そ
何
歳
で
し
ょ
う
か
？

　

ア
．
60
歳

　

イ
．
80
歳

　

ウ
．
１
０
０
歳

問
題
③　

秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道
の

駅
は
全
部
で
29
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
う
ち
仙
北
市
内
に
は
い
く
つ
あ

る
で
し
ょ
う
か
？

　

ア
．
７
駅　

　

イ
．
10
駅

　

ウ
．
13
駅

　

仙
北
市
と
、
法
政
大
学
が
事
業
協
定
を
結
び
、

平
成
20
年
か
ら
21
年
に
か
け
て
地
域
づ
く
り
を
学

ぶ
「
地
域
づ
く
り
塾
」
が
開
講
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
受
講
生
の
皆
さ
ん
が
学
ん
だ
事
を
地
域
づ
く
り

に
活
か
そ
う
と
平
成
21
年
に
「
法
仙
塾
（
塾
長 

草
彅
俊
一
）」
と
い
う
会
を
立
ち
上
げ
活
動
を
続

け
て
い
ま
す
。

　
「
地
元
に
住
ん
で
い
な
が
ら
、
地
元
の
事
を
案

外
知
ら
な
い
の
で
は
」
と
い
う
問
題
意
識
か
ら
、

地
域
の
こ
と
を
学
ん
で
広
め
る
こ
と
を
活
動
方
針

と
し
て
地
域
の
主
題
を
集
め
た「
ふ
る
さ
と
検
定
」

「
ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
」
の
作
成
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
主
題
は
、
地
域
の
歴
史
、
文
化
、
自
然
、
特

産
品
な
ど
様
々
で
す
。

　

検
定
や
カ
ル
タ
を
通
し
て
市
民
の
皆
さ
ん
が
地

域
の
こ
と
に
関
心
を
持
つ
き
っ
か
け
と
な
っ
て
く

れ
れ
ば
と
の
こ
と
。

　

以
下
に
検
定
の
中
か
ら
数
問
を
ご
紹
介
し
ま
す

の
で
、
皆
さ
ん
も
挑
戦
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
法
仙
塾
事
務
局
（
田
口
）
ま
で

電
話　

０
９
０-

７
８
３
４-

９
４
２
２

※
回
答
と
解
説
は
下
段
に
あ
り
ま
す
。

問
　
佐
藤
貞
子
に
唄
わ
れ

　
　
世
に
出
た
民
謡
は
何
で
し
ょ
う
か
？

　

皆
さ
ん
、
こ
の
問
題
の
答
え
が
わ
か
り
ま
す

か
。
こ
れ
は
地
域
活
動
を
行
っ
て
い
る
法
仙
塾
が

作
っ
た
「
仙
北
市
ふ
る
さ
と
検
定
」
の
中
の
一
問

で
す
。

①回答　ウ.おばこ節　
【解説】貞子は明治19年神代村に生まれる。大正11年、東京で開催された全国芸能競演会で「おばこ節」を歌い１位となる。
その後「秋田おばこ佐藤貞子一座」を結成し、昭和初期に全国を巡業。秋田民謡を全国に広め、レコードは60万枚を超
える売り上げとなった。
②回答　イ.80歳
【解説】桧木内川堤の桜ソメイヨシノは昭和9年に今上天皇ご誕生記念として植えられました。
③回答　イ.10駅
【解説】角館、羽後太田、西明寺、八津、羽後長戸呂、松葉、羽後中里、左通、上桧木内、戸沢の10駅。29駅中約3分
の1が仙北市内の駅となっている。

法仙塾

仙
北
市

　
ふ
る
さ
と
検
定

　

ふ
る
さ
と
検
定
と
併
せ
て
進
め
て

い
る
の
が
「
ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
」
の

作
成
で
す
。

　

遊
び
な
が
ら
地
域
の
こ
と
が
学
べ

る
よ
う
に
、
地
域
の
主
題
を
「
カ
ル

タ
」
に
し
て
い
ま
す
。

　

歌
の
内
容
や
絵
札
を
ど
う
す
る

か
。
ま
た
地
域
等
を
偏
り
な
く
選
ぶ

な
ど
、
作
成
に
は
苦
労
が
あ
っ
た
よ

う
で
す
。

　

現
在
、
読
み
札
の
歌
を
選
定
し
、

絵
札
を
昔
語
り
活
動
を
し
て
い
る
方

に
依
頼
す
る
な
ど
し
て
サ
ン
プ
ル
作

成
ま
で
進
ん
で
い
る
と
か
。

　

完
成
し
た
ら
市
内
の
小
中
学
校
の

子
ど
も
達
に
使
っ
て
も
ら
い
た
い
と

思
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

活
動
広
が
る
法
仙
塾

「
ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
」
も
作
成
中

お
目
見
え
も
う
す
ぐ

院内の
　山中に咲く 雪椿い
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仙
北
市
長

　
　
門
脇
　
光
浩
　

まちづくり
日記

No.62

　

第
１
３
６
回
秋
田
県
種
苗
交
換
会
の
成
功
は
、

市
民
の
皆
様
の
ご
努
力
の
賜
で
す
。
農
産
物
出

品
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
皆
様
、
協
賛
を
く

だ
さ
っ
た
皆
様
、
お
客
様
の
お
も
て
な
し
に
あ

た
っ
た
展
示
・
店
舗
会
場
の
皆
様
、
そ
し
て
来

場
を
い
た
だ
い
た
皆
様
な
ど
な
ど
、
多
く
の
皆

様
に
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
や
土
石
流
災
害
な
ど
、
た
て

続
け
て
起
こ
る
自
然
災
害
に
、
辛
い
毎
日
を
過

ご
し
て
き
た
仙
北
市
民
に
と
っ
て
、
種
苗
交
換

会
の
開
催
は
あ
り
が
た
い
出
来
事
で
し
た
。
し

か
し
、
各
会
場
の
配
置
や
催
事
内
容
、
道
路
事
情

を
考
え
た
駐
車
場
設
営
な
ど
、
作
業
は
初
め
て

の
事
ば
か
り
で
、
難
儀
を
し
た
こ
と
も
事
実
で

す
。
全
県
屈
指
の
観
光
地
で
、
多
く
の
方
々
が

来
場
す
る
だ
ろ
う
と
い
う
前
評
判
と
、
各
会
場

を
分
散
し
た
こ
と
で
お
客
様
の
不
便
度
が
増
し
、

非
効
率
と
い
う
悲
観
論
が
入
り
交
じ
り
、
初
日

を
迎
え
る
ま
で
ハ
ラ
ハ
ラ
ド
キ
ド
キ
で
し
た
。

　

10
月
31
日
の
朝
、
生
保
内
中
学
校
の
玄
関
前

で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し

た
が
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
う
直
前
、
Ｊ
Ａ
秋

田
中
央
会
の
木
村
一
男
会
長
が
ポ
ツ
リ
と
一

言
。「
こ
の
校
舎
、
そ
れ
に
16
人
の
ブ
ラ
ス
バ
ン

ド
、
イ
イ
な
あ
、
何
だ
か
懐
か
し
い
な
あ
」
…
。

こ
の
つ
ぶ
や
き
が
今
回
の
種
苗
交
換
会
の
全
て

だ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
、
今
そ
ん
な
風
に
感
じ

『　
皆
様
に
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す　
』

て
い
ま
す
。

　

立
派
な
施
設
は
な
い
け
れ
ど
、
交
換
会
を
開

催
で
き
な
い
か
、
そ
ん
な
相
談
を
し
た
際
、「
以

前
は
立
派
な
建
物
の
会
場
な
ど
そ
ん
な
に
な
く

て
、
交
換
会
は
学
校
の
体
育
館
が
源
流
で
す
よ
」

と
の
お
話
に
、
随
分
と
勇
気
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

実
際
、
既
存
の
施
設
を
中
心
に
開
催
し
た
交
換

会
で
し
た
が
、
お
客
様
か
ら
「
会
場
が
何
だ
か

懐
か
し
く
て
、
ま
る
で
過
ぎ
た
時
間
の
中
に
、

も
う
一
度
戻
っ
て
来
た
よ
う
な
錯
覚
を
感
じ
ま

し
た
」
と
話
す
人
も
い
た
ほ
ど
で
す
。

　

ま
た
、
市
外
か
ら
の
方
々
は
、
仙
北
市
の
地

理
が
お
お
よ
そ
頭
の
中
に
あ
っ
て
、
観
光
ポ
イ

ン
ト
を
巡
る
な
ど
す
れ
ば
分
散
会
場
も
苦
に
な

ら
な
か
っ
た
、
見
事
な
紅
葉
も
味
わ
え
た
と
、

嬉
し
い
感
想
も
お
聞
き
で
き
ま
し
た
。
懸
命
に

車
両
誘
導
す
る
職
員
の
姿
、
気
持
ち
の
良
い
天

気
、
種
苗
交
換
会
の
知
名
度
、
こ
れ
ら
が
来
場

者
の
満
足
感
を
高
め
て
く
れ
た
要
因
だ
と
思
い

ま
す
。

　

仙
北
市
の
今
日
は
、
素
晴
ら
し
い
自
然
環
境

や
文
化
遺
産
を
守
り
伝
え
て
く
れ
た
先
人
の
営

み
の
上
に
築
か
れ
た
も
の
で
す
が
、
今
回
の
種

苗
交
換
会
も
仙
北
市
だ
か
ら
実
現
で
き
た
こ
と

が
多
数
あ
り
ま
す
。
86
万
人
の
お
客
様
に
は
、

ま
ち
の
魅
力
を
十
分
感
じ
取
っ
て
い
た
だ
け
た

と
思
い
ま
す
。
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１１月の献血日程

【全血】
◆日時・場所／ 11 月 26 日（火）
♥ 9：40 ～ 13：30
　秋田県立角館高等学校
♥ 15：00 ～ 16：00
　ＪＡ秋田おばこ　角館支店
◆問合せ／仙北市保健課　 55-1112

保
健
・
健
康
の
掲
示
板

ほ
け
ん
・
け
ん
こ
う
の
け
い
じ
ば
ん

　
健
診
や
ド
ッ
ク
の
結
果
で
、「
血
糖
値

が
高
め
」
と
言
わ
れ
た
け
ど
、「
ま
だ
大

丈
夫
！
」
と
思
っ
て
い
る
方
は
い
ま
せ
ん

か
？
血
糖
値
が
高
く
て
も
最
初
の
う
ち

は
症
状
が
現
れ
ま
せ
ん
。
気
が
つ
か
な
い

う
ち
に
、
腎
不
全
な
ど
の
合
併
症
や
心
臓

病
、
脳
卒
中
を
引
き
起
こ
し
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
糖
尿
病
の
悪
化
を
予
防

す
る
た
め
に
、
糖
尿
病
予
防
教
室
に
参
加

し
て
自
分
に
合
っ
た
運
動
方
法
や
食
事

の
ポ
イ
ン
ト
を
学
び
ま
し
ょ
う
！

◆
対
象
／
①
～
③
に
該
当
す
る
方

①
西
木
地
区
の
方
（
他
地
区
は
後
日
改
め

　

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

②
特
定
健
診
や
ド
ッ
グ
の
結
果
、
Ｈ
ｂ
Ａ

　

１
ｃ
（
Ｎ
Ｇ
Ｓ
Ｐ
値
）
が
５
・
６
％
以

　

上
の
方

③
40
歳
か
ら
70
歳
の
方
、
ご
本
人
ま
た
は

　

ご
家
族

◎
治
療
中
の
方
は
、
医
師
に
ご
相
談
く
だ

　

さ
い
。

※
田
沢
湖
地
区
、
角
館
地
区
の
日
程
は
後

　

日
、
広
報
に
掲
載
し
ま
す
。

◆
場
所
／
西
木
保
健
セ
ン
タ
ー

◆
内
容
／
勉
強
会
、
講
演
会
、
栄
養
教
室
、

　

体
操
教
室
、
採
血
等 

◆
実
施
期
間
／
11
月
か
ら
２
月　

合
計

　

12
回　

※
初
回
11
月
29
日
（
金
）
勉
強
会

「
糖
尿
病
予
防
教
室
」
を
開
催
し
ま
す

～
「
血
糖
値
が
高
め
」
の
方
は
要
注
意
！
～

◆
申
込
／
11
月
21
日
（
木
）
ま
で
に
保
健

　

課
ま
で
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

　

い
。

　

申
し
込
み
さ
れ
た
方
に
は
後
日
、
日
程

　

な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

　

ま
す
。

◆
料
金
／
無
料

◆
申
込
・
問
合
せ
／
仙
北
市
保
健
課

　

担
当　

後
藤　

（
55
）
１
１
１
２



イベント

お
知
ら
せ

相
談
相
談

募
集

イ
ベ
ン
ト

セ
ミ
ナ
ー
・
教
室
等

イ
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● 日 時 ／ 11 月 23 日（ 土 ）10：

30 ～　●会場／ＮＰＯ法人角館総合

型地域スポーツクラブ　クラブハウス

（市立角館総合病院近く）　●参加対象

／ハイハイできる赤ちゃんから小学 3

年生まで　●賞品たくさんあります。

　●わたあめ・ポップコーン・うどん

（無料）コーナーもあるよ！　●小学

生高学年、中学生ボランティアを募集

中！　●主催／ＮＰＯ法人角館総合型

地域スポーツクラブ　●共催／東日本

大震災による避難者

を支援する秋田県

南連絡協議会●申

込・問合せ／クラブ

マネージャー佐藤

54-1505

東日本大震災復興支援事業
第２回ちびっこ運動会

●日時／ 11 月 24 日（日）　9：30

～ 15：00　●会場／角館温泉　花

葉館　●競技内容／①個人競技（10

分間で長さを競う）　②団体競技（男

女の組合せで 3 人 1 組、1 人 5 分間

で長さを競う）　●参加申込／ 11 月

23 日（土）まで下記申込先へ住所、

氏名、年齢、性別、電話番号をお知

らせください。（団体競技は 3 人分）

●参加費／ 1 人 1,500 円（入浴券・

昼食付）　●主催／平成縄綯塾　●共

催／角館温泉　花葉館　●申込・問

合せ／ ▼花葉館　 55-5888　Ｆ
ＡＸ 53-3337　 ▼縄綯塾長　菅原

55-1020　ＦＡＸ 55-1120

▼事務局長　髙橋　 55-4481　

ＦＡＸ 55-4481　　

第５回全国縄綯競技大会

●日時／ 11

月 24 日（日）

10：00 ～

14：00　●

会場／田沢

湖 駅 前（田

沢 湖「 市 」

周辺）　●ま

ぼろしの『田沢ながいも』が手に入

るチャンスです。「田沢ながいも」の

販売　限定 300 本（売切れ次第終了）

●まぼろしの『田沢ながいも』が美

味しく食べられます。田沢湖産新そ

ば使用の鶏そばに、まぼろしの「田

沢ながいも」の極上とろろをトッピ

ングしました。「田沢ながいも・とろ

ろ鶏そば」（当日限り 100 食限定）　

特別価格 700 円　●料理長自慢の

「田沢ながいも」料理をご紹介します。

無料試食できます。（試食無くなり次

第終了）　●問合せ／仙北市商工会　

田沢湖支所　 43-0372

まぼろしの「田沢ながいも」
まつり

　日本人も外国人も共に暮らしやす

い地域をつくるためにはどんな工夫

が必要でしょうか。いっしょに考え

ませんか。

●日時／ 12 月 7 日（土）10：00

～ 16：00　●会場／秋田大学手形

キャンパス　一般教育 2 号館　103

教室　●参加費／無料　●定員／

150 人　●申込締切／ 11 月 29 日

（金）　●申込・問合せ／（公財）秋

田県国際交流協会　 018-893-

5499　 ホ ー ム ペ ー ジ http://www.

aiahome.or.jp/

多文化共生社会推進フォーラム

　すっかり師走の行事として定着した

「世古寸喜展」が今年も 11 月 30 日

（土）から 12 月 2 日（月）まで、角

館交流センター多目的ホールを会場に

開催されます。

　多数の仙北市ゆかりの著名人の色紙

等が展示され、希望の方にはお買い上

げいただき、歳末助け合いにご協力い

ただきます。「晴陽会」日本画展、パッ

チワークキルト展と同時開催します。

　市外の知人、友人の方々にも声をか

けていただき、皆様お誘い合わせのう

え、会場にお越しください。

●日時／ 11月 30 日（土）～ 12 月

2 日（月）　9：00 ～ 16：00（3 日

は 13：00 まで）　●会場／角館交流

センター　多目的ホール（角館町中菅

沢77-30）　●問合せ／世古寸喜展世

話人会事務局　角館公民館　 54-

1110

第 61 回世古寸喜展

　混声合唱曲「空に　樹に…」全曲

に挑戦！晩秋の午後のひととき、多

数のご来場をお待ちしています。

●日時／ 12 月 7 日（土）13：30

開場　14：00 開演　●会場／角館

樺細工伝承館ホール　●問合せ／佐

藤　 090-3643-6693

第１３回角館混声合唱団定期
演奏会　マイブーム 2013　

　仙北市芸能老人クラブおよびグ

ループの方々が、日頃実施している

芸能ボランティアの成果を発表しま

すので、ぜひご来場ください。

●日時／ 12 月 8 日（日）10：00

～ 15：00　●会場／角館交流セン

ター　多目的ホール　●入場料／無

料　●問合せ／角館交流センター　

54-1003

角館交流センター
第１回仙北市老連芸能発表会

　婦人・子ども衣料、おもちゃ、そ

して毎回好評の手作りパンなどなど、

掘り出し物がいっぱいです！

●日時／ 12 月 11 日（水）10：00

～ 15：00　●会場／角館交流セン

ター　展示交流ホール　●入場料／

無料

【出店者募集】

仙北市在住の方で先着 20 人。詳し

くは、下記へお問い合わせください。

●問合せ／角館交流センター　

54-1003

角館交流センター
チャリティー フリーマーケット

●日時／ 12 月 15 日（日）13：00

～15：30　●会場／大仙市神岡農村

環境改善センター（かみおか嶽友館と

なり）　●参加費／無料　●対象／小・

中学校の児童生徒とその保護者等（50

組100 人）　●予定講師／ ▼第1部

的川　泰宣（NPO 法人子ども・宇宙・

未来の会（KU-MA）会長、宇宙航空

研究開発機構「ＪＡＸＡ」名誉教授）

▼第 2 部　県立農業科学館　信田　

学芸主事　●内容／ ▼第1部／テーマ

「宇宙がむすぶ家族のきずな」（仮題）

▼第2部／親子で一緒にバターの手作

り体験　●主催／秋田県仙北地域振興

局・子ども・子育て支援推進仙北地区

協議会　●問合せ／

仙北地域振興局福祉

環境部企画福祉課　

調整・障害者班　

0187-63-3403

平成 25 年度親子ふれあい事業
「親子の絆再発見」

　第３回仙北市総合美術展を次の日程

で開催します。

●開催日時／平成26年2月5日（水）

～16日（日）　●出品申込期間／12

月1日（日）～平成26年1月8日（水）

●詳しくは、広報12 月1日号の折り

込みチラシ「第 3 回仙北市総合美術

展のご案内」でお知らせします。たく

さんの出品をお願いします。　●問合

せ／仙北市総合美術展実行委員会事務

局（仙北市教育委員会　生涯学習課）

43-3383

第３回仙北市総合美術展

　明日の日本を担う児童の方々に「川

をきれいにする」ことについて認識を

深めていただくと同時に、児童の作品

を通して広く一般の方々にも、理解し

ていただくために、平成 25 年度「川

をきれいにする児童図画」表彰式およ

び展示会を開催します。

●表彰式日／ 11月18 日（月）から

表彰対象小学校校内で順次行います。

●展示会日／ 11月19 日（火）から

西滝沢水辺プラザ（由利本荘市）を皮

切りに、各会場で順次移動展示します。

開催場所および開催時間については秋

田河川国道事務所ホームページ（事務

所ニュース）でご確認ください。

●問合せ／　国土交通省　秋田河川

国道事務所　河川管理課　 018-

864-2290　 ホ ー ム ペ ー ジ http://

www.thr.mlit.go.jp/akita/

平成２５年度「川をきれいにする
児童図画」表彰式および展示会

●日時／ 12 月 1日（日）8：30 ～

●会場／角館中学校　体育館　●種目

／ ▼団体戦・3 人 1 チーム（シング

ルス 2・ダブルス 1）　 ▼個人戦・一

般男子（高校生を含む）1部・2 部・

3 部　 ▼一般女子（高校生を含む）1

部・2 部・3 部　 ▼中学生　男・女（学

年別） ▼小学生　 ●参加対象／仙北市

民・仙北市勤務者・高校生・中学生・

小学生　 ●参加費／ ▼団体 1チーム

（各団体 2 チームまで）1,500 円　

▼個人 1人 500 円　 ▼高校生・中学

生・小学生 1人 300 円　●参加締切

／ 11 月 22 日（受付当日不可）　●

申込・問合せ／ ▼角館公民館・藤本順

子　 54-1110　FAX 54-1521　

▼ SELA 角電・小林真澄　 090-

6222-2285　FAX54-3576

第９回仙北市卓球大会

●日時／ 11 月 23 日（土）17：30

開場　18：00 開演　※美術部展は

15 時からご覧いただけます。　●会

場／仙北市民会館　●問合せ／生保

内中学校　 43-1181

生保内中学校
吹奏楽部・美術部合同発表会
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　パソコンを活用した文書作成、表計

算、プレゼンテーション等の各種ソフ

ト活用法とインターネットに関する基

礎知識や技能を習得し、各種の OA ソ

フトを活用したパソコン操作ができる

人材として、早期再就職を支援します。	

●対象者／ハローワークに求職の申込

をしている求職者で、ハローワークか

らのあっせんを受けた方　●実施主体

／秋田県立大曲技術専門校　●講習期

間／12月20日（金）～3月26日（水）

（土・日・国民の祝日・12/30 ～1/3

を除く、3 か月・60日間）　●講習時

間／1日6時間（9：00～16：00）

●実施会場／角館東地区公民館　●講

習内容／エクセル基本・応用、ワード

基礎・応用、パワーポイント操作等　

●受講料／無料（教材費等は受講者負

担）　※仙北市民の方には、市が教材費

の一部を補助します。　●定員／ 15

人　●申込期間／ 11 月 11日（月）

～12月5日（木）　●申込先／ハロー

ワーク角館　 54-2434

【面接および適性試験】
●日時／12月11日（水）　9：00～（受

付 8：45 ～）　●会場：大曲技術専門

校（大仙市大曲川原町2-30）

求職者講習のお知らせ
「パソコン初級科」受講生募集

　子育て支援活動に取組む人材の資質

向上を目的として仙北市でも開催しま

すのでご参加ください。	

●日時／ 12 月 4 日（水）9：00 ～

16：00	　●場所／角館交流センター	

●研修内容／子どもの遊び方、発達障

がい児の対応方法、公的子育て支援策、

子育てサポーターの活動交流について

の各講座　●参加対象／	子育てサポー

ター、子育て支援活動を行っている人、

子育て支援活動に関心がある方	　●受

講料／無料（託児サービスあり）　●定

員／25人　●申込・問合せ／ ▼ NPO

法人秋田県子育てサポーター協会事務

局　 018-834-3441		FAX	018-

834-4844　 ▼仙北市担当　茂木　

080-3199-3241　申し込みの際

は、住所、氏名、電話、託児の有無を

お伝えください。		

子育てサポータースキルアップ
研修会 

●講習内容／ Microsoft	Off ice	

Specialist	Excel2010　●対象／

秋田県内に住む母子家庭の母、寡婦等、

父子家庭の父、寡夫等　●受講期間／

平成 26 年 1 月 15 日（水）～ 2 月

21 日（金）の間（月・水・金）17

日間　●講習時間／ 18：30 ～ 20：

30　●会場／秋田県社会福祉会館 9

階第 2 会議室（秋田市）　●受講料／

無料（テキスト代 4,000 円と受験料

は実費）　●申込方法／申込書に記入

し申し込みください。※申込書は仙北

市役所子育て推進課にあります。　●

申込締切／ 12 月 25 日（水）　●申

込・問合せ／秋田県ひとり親家庭就業・

自立支援センター　 018-896-

1531　FAX	018-866-2166

E-mail	jiritusien@blue.ocn.ne.jp

母子家庭のお母さんなどを対象とした

講習会を開催します

　仙北市食生活改善

推進協議会では「自

分で料理がしたい！」「家族に料理を

作ってあげたい！」という男性の皆さ

んを対象に料理教室を開催します。

　健康について学びながら手軽にでき

る料理を作りますので、今まで台所に

立ったことがない方も、ぜひご参加く

ださい。

●日時／ 12 月 17 日（火）10：00

～ 13：00（受付 9：45 ～）　●場

所／仙北市健康管理センター（角館交

流センターとなり）　●内容／調理実

習（手軽に作れる料理）、試食　●対象

／仙北市にお住まいの男性　●定員／

15 人　●参加費／無料　●持ち物／

エプロン、三角巾、筆記用具　●申込・

問合せ／仙北市保健課　 55-1112

●申込締切／12 月6日（金）※定員

になり次第、締め切ります。

男性のための料理教室

　恒例となりました山鳩館の講習会を

開催します。おしゃべりしながら、お

正月へ向けたすてきなお花の置物を

作ってみませんか？

●日時／ 12 月 5 日（木）10：00

～11：30　●場所／山鳩館（上桧木

内多世代交流施設）　●対象／西木地

区のおおむね 65 歳以上の方（男女問

いません）　●講師／杉山明子氏　●

内容／フラワーアレンジメント（造花

を使った正月向けの和風なもの）　※

材料は杉山先生が準備します。　●材

料費／ 1,000 円以内（当日、杉山先

生にお支払いください）　●作品を持

ち帰る大きめの紙袋等をご持参くださ

い。　●申込締切／11月29日（金）

●送迎のご相談に応じます。気軽にご

連絡ください。生きがい通所のご利用

もお待ちしています。　●申込・問合

せ／仙北市長寿支援課　 43-2281

みんな集まれ山鳩館へ！
フラワーアレンジメント講習会

無料人権・困りごと
特設相談所

　次のような悩みごと・困りごとはあ

りませんか？人権擁護委員が相談に応

じます。相談無料、秘密厳守。ひとり

で悩まず相談してください。

親子・夫婦関係、虐待、いじめ、近隣
関係、名誉・信用の問題等
●日時／ 12 月 4 日（水）10：00

～ 15：00　●場所／仙北市役所角

館庁舎、田沢湖総合開発センター、西

木公民館　●問合せ／ ▼秋田地方法

務局大曲支局　0187-63-2100　

▼ 子ども人権 110 番 0120-007-

110　 ▼女性の人権ホットライン　

0570-070-810

【仙北市人権擁護委員】
◆角館地区
　草薙 紀雄（白岩） 55-2803　
　山口 幸子（西勝楽町）  53-2856
　黒澤 福子（山谷川崎）  54-2283
◆田沢湖地区
　清水 力（卒田）  44-2470
　竹田 幸博（生保内） 43-3116
　高橋 英幸（田沢） 42-2424
◆西木地区
　門脇 主彦（上桧木内） 49-2451
　伊東 和子（桧木内）  48-2921 

相談

エイズ無料相談・検査

　12月1日の世界エイズデーにあた

り、エイズに関する相談・検査を無料

で実施します。検査希望の方は事前に

申し込みください。

●日時／11月29日（金）9：00～

11：00　●会場／大仙保健所　●申

込・問合せ／大仙保健所　健康・予防

課　 0187-63-3404

※毎月の定例検査は第 3 水曜日に実

施しています。（事前予約制）

「多重債務相談窓口」のご案内

　東北財務局

秋田財務事務

所では、借金

を抱えお悩み

の方々からの

相談に応じて

います。

　借金問題は

さまざまな方

法で必ず解決

できます。お気軽にご相談ください。

相談は無料です。

●相談窓口／財務省　東北財務局　秋

田財務事務所　理財課　●受付時間／

月～金曜日（祝日、年末年始除く）8：

30 ～17：15　●連絡先／ 018-

862-4196（専用）　

募集

大潟村職員（保健師）採用試験

●日時／12月15日（日）　●場所／

大潟村役場　●試験区分／保健師（短

大高専卒）　●募集期間／11月28日

（木）まで　●問合せ／大潟村総務企

画課　 0185-45-2111

セミナー・教室等

① パソコン基本（4 日間）
マウス ･ キーボード操作、文字入力、

インターネット、電子メールなど

●対象／初心者　●日時／12 月3日

（火）・4日（水）・10日（火）・11日（水）

13：00～16：00

②ワード基本（2 日間）
年賀状の作成など

●対象／パソコン基本操作をおおよそ

習得している方　●日時／ 12 月17

日（ 火 ）・18 日（ 水 ）　13：00 ～

16：00

●使用するパソコン　Windows	7　●

場所／仙北市総合情報センター	研修室

（角館町田町上丁23）　●定員／各30

人　●申込・問合せ／仙北市総合情報

センター（土・日曜日、祝日を除く）　

43-3339　※テキストについて

は、学研の「わかるパソコン入門　

Windows7」1,200 円を書店（ブッ

クイン 105 など）で購入し持参願い

ます。

仙北市総合情報センター主催
第３回 パソコン講座受講生募集

　みんなで分け合

う豊かな社会。見つ

めなおそう、我が家

の暮らし。

●日時／12 月1日（日）10：00 ～

12：00　●会場／生保内友の家（松

田歯科様となり）　●資料代／ 400 円

●問合せ／大石　 44-3577

生保内友の会主催
家事家計講習会

　西木町の出身といわれている「長山

孔寅」についての研修を計画しました。

参加くださいますようお願いします。

●開催日／ 11 月 25 日（月）　●会

場／秋田県近代美術館　●講師／秋田

県立近代美術館　学芸員　山本丈志	

氏　●集合（出発）時間・場所／正午・

仙北市役所西木庁舎　●研修／ 13：

30 ～ 15：00　●詳しくは、下記へ

お問い合わせください。　●申込・問

合せ／事務局　佐藤　 47-2981

※小型バスの定員になり次第締切

仙北市文化財（絵画）「大黒
恵比寿」の画家

「長山孔寅」を知る

　求職者でハローワークのあっせ
んを受けた方は、一定の条件を満
たすと各種の給付を受けられる制
度があります。
①雇用保険の失業給付
②職業訓練受講給付金
③秋田県受講奨励金
の順にご検討ください。
　それぞれに条件がありますの
で、ハローワークの窓口でご相談
ください。
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お知らせ
事業主の皆様へ
雇用保険の手続き漏れはあり
ませんか？

　加入漏れ等があると従業員の方が退

職した場合に雇用保険（失業給付）を

受給できなくなります。届け出の提出

時期を過ぎると採用日より加入できな

い場合もありますので、ぜひご確認を！

※雇用保険の加入要件

◆一週間の所定労働時間 20 時間以上

◆ 31日以上の雇用見込みあり

２つの要件を満たしている方に加入義

務があります。

　また、加入後に勤務時間の変更等に

より週 20 時間未満の労働時間になっ

た場合は喪失届の提出が必要となりま

す。

●問合せ／ハローワーク角館　

54-2434

「平成２５年住生活総合調査」に
ご協力お願いします！

　国土交通省（秋田県）では、12 月

1日を基準日として「住生活総合調査」

を実施します。この調査は、住宅政策

の基礎資料を得ることを目的に 5 年

おきに実施している調査です。11月

21日から12 月10 日にかけて、10

月に実施された「住宅・土地統計調査」

にご回答いただいた世帯の一部の世帯

に調査員が調査票の配布・回収に伺い

ますので、重ねてお手数をおかけしま

すがご協力をお願いします。

　調査につきましては、仙北市建設部

都市整備課職員がお伺いします。

●問合せ／秋田県建築住宅課　

018-860-2561　ＦＡＸ 018-860-

3819

消費税および地方消費税が
変わります

　平成 26 年 4 月 1日から消費税お

よび地方消費税の税率が 8％に引き上

げられます。

　また、総額表示義務について、税込

価格だと誤認されないための措置を講

じていれば、税込価格による表示をし

なくてもよいとする特例が設けられま

した。（表示例：100 円（税抜き））。

　詳しくは、国税庁ホームページ

（www.nta.go.jp）をご覧ください。

林業退職金共済制度（林退共）
からのお知らせです

　林業の仕事をしていたことがありま

せんか？

　林退共制度に加入していたが、退職

金をまだ受け取っていない方を探して

います。

　以前、林業の仕事をしていたが、ご

自身が林退共へ加入していたか分から

ない方についてもお調べします。

　また、罹災された共済契約者および

被共済者の皆様に対し、各種手続（共

済手帳の紛失、退職金の請求等）の必

要が生じた場合は、できうる限りの範

囲で速やかに対応したいと考えていま

すので、最寄の支部または本部へお問

い合わせ、ご相談くださいますようお

願いします。

●問合せ／独立行政法人　勤労者退職

金共済機構　林業退職金共済事業本部

03-6731-2887　 Ｆ Ａ Ｘ 03-

6731-2890　※詳しくは、ホーム

ページでもご案内しています。

http://www.rintaikyo.taisyokukin.

go.jp/

秋田海上保安部からお知らせ
安全で楽しい釣りをするために

　ハタハタを釣りに行く予定の方も大

勢いらっしゃると思います。

　海で釣りをするときは…

◎ライフジャケットを必ず着用しま
　しょう。
◎防水対策をした携帯電話を持ちま
　しょう。
◎海に転落した人を発見したときは
　「118」に電話を。
◎立入禁止場所には入らないように
　しましょう。
◎ 2 人以上で行動しましょう。
◎悪天候時、無理に釣りをしないよ
　うにしましょう。

【携帯電話から秋田県の海の気象情報
等を !!】
http:www6.kaiho.mlit.go.jp/akita/
●問合せ／秋田海上保安部警備救難課

018-845-1622

第三セクター連携協議会

わくわく仙北ぐるっとスタンプ
ラリー開催

　仙北市内第三セク

ター施設をまわるス

タンプラリーを開催

しています。抽選

で各施設で使える

食事券などが当た

るほか、特典もあ

ります。皆さんご参加ください。

●対象施設／角館温泉花葉館、西宮家、

西木温泉クリオン、田沢湖ハーブガー

デン「ハートハーブ」、アルパこまく

さ、仙北市民浴場東風の湯　●期間／

12 月31日（火）まで　●詳しくは、

各施設へお問い合わせください。　●

問合せ／ ▼花葉館　 55-5888 ▼

クリオン　 47-2010　 ▼西宮家

52-2438　 ▼アロマ田沢湖　

43-2424

平成２５年度自衛官募集

【自衛官候補生 2 次募集】
●受付期間／11月22日（金）まで

●試験期日／ 11月 24 日（日）　●		

受験資格／昭和 62 年 4 月 2 日～平

成 8 年 4 月1日までの間に生まれた

男子（高卒見込含む）	　●身分／特別

職国家公務員　●休日／週休 2日制、

年次休暇など　●待遇／宿舎費無料、

食事支給、制服・寝具等貸与など　●

その他／医療施設、福利厚生等充実し

ています。

【高等工科学校生徒】
●受付期間／平成26年1月10日（金）

まで　●試験期日（1次試験）／平成

26年1月18日（土）　●受検資格／

平成 9 年 4 月 2 日～平成 11年 4 月

1日までの間に生まれた男子。なお、

推薦採用試験もあります。

●問合せ／自衛隊秋田地方協力本部大

仙地域事務所　 0187-63-1313

平成２５年度
秋田県市町村総合事務組合職
員（大学卒）採用試験

●採用予定人数／ 1人　●受験資格

／①昭和 60 年 4 月 2 日～平成 4 年

4 月1日までの間に生まれた者　②平

成 4 年 4 月2日以降に生まれた者で、

大学卒または平成26年3月までに大

学を卒業見込みの者　※欠格事項があ

ります。　	●受付期間／12月4日（水）

まで　●試験日（第1次試験）／12

月17日（火）　●試験会場／秋田県市

町村会館5階大会議室

●申込書請求・受験申込方法など、詳

しくはお問い合わせください。　●問

合せ／秋田県市町村総合事務組合総

務課　職員採用担当　 018-888-

0220
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●
公
募
の
趣
旨
／
大
曲
仙
北
広
域
市
町
村
圏
組
合

　

で
は
、
介
護
保
険
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
地
域

　

密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
基
盤
整
備
を
進
め

　

て
い
ま
す
。

　

本
公
募
は
、
公
正
に
事
業
者
を
選
定
・
指
定
し
、

　

よ
り
優
良
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
確
保
す
る
た
め

　

に
実
施
す
る
も
の
で
す
。

公
募
す
る
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

事
業
の
種
類

整
備
年
度

複
合
型
サ
ー
ビ
ス

平
成
26
年
度

定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型

訪
問
介
護
看
護

平
成
26
年
度

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の

公
募
お
よ
び
説
明
会
に
つ
い
て

介
護
保
険
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
応
募
要
件
／

①
設
置
主
体
は
法
人
で
あ
る
こ
と
。

②
整
備
年
度
内
に
事
業
の
開
始
が
可
能
で
あ
る
こ
と
。

③
介
護
保
険
法
第
78
条
の
２
第
４
項
お
よ
び
第

　

１
１
５
条
の
12
第
２
項
各
号
に
該
当
し
な
い
こ

　

と
。

④
応
募
に
係
る
説
明
会
に
参
加
す
る
こ
と
。

●
応
募
に
係
る
説
明
会

◎
日
時
／
12
月
16
日
（
月
）
14
時
～

◎
場
所
／
大
仙
市
役
所
仙
北
庁
舎
３
階
第
１
会
議
室

◎
申
込
期
限
／
12
月
10
日
（
火
）
17
時

※
法
人
名
、
参
加
者
名
、
電
話
番
号
、
開
設
を
希
望

　

す
る
事
業
名
、
開
設
予
定
地
、
開
設
予
定
時
期
を

　

明
記
し
、
左
記
宛
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
／
大
曲
仙
北
広
域
市
町
村
圏
組
合
介
護
保

　

険
事
務
所　

事
業
監
査
班

　

〒
０
１
４
‐
０
８
０
５ 

大
仙
市
高
梨
字
田
茂
木

　

10
番
地　

大
仙
市
役
所
仙
北
庁
舎
３
階

　

０
１
８
７
（
86
）
３
９
１
３

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１
８
７
（
86
）
３
９
１
４

ご
支
援

　
あ
り
が
と
う

　
　
　
ご
ざ
い
ま
し
た

　

８
月
９
日
発
生
の
豪
雨
災
害
に
対
し
、

多
く
の
ご
支
援
を
い
た
だ
い
た
皆
様
を

ご
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
・
順
不
同
）

※
広
報
10
月
16
日
号
お
よ
び
11
月
１
日
号
に

掲
載
分
（
掲
載
の
了
承
に
つ
い
て
10
月
24
日

ま
で
に
確
認
で
き
た
方
）
以
降
に
確
認
で
き

た
皆
様
《
11
月
８
日
現
在
確
認
分
》

◆
躍
進
会　

◆
日
本
赤
十
字
社
岩
手
県
支
部
盛

岡
市
地
区　

◆
布
施
和
生
（
大
阪
府
）　

◆
中

田
勉
（
横
手
市
）　

◆
美
郷
町
農
業
委
員
会　

◆
生
保
内
中
学
校
生
徒
会　

◆
田
沢
湖
絵
画
同

好
会　

◆
田
沢
湖
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
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11/
１６ 土

１７ 日

１８ 月

１９ 火
●第 2 回パソコン講座（総合情報センター9：00～12：00） 11/1・P9

●韓国語（初級）講座（田沢湖総合開発センター 19：00 ～ 20：00） 10/16・P18

２０ 水

●第 2 回パソコン講座（総合情報センター9：00～12：00） 11/1・P9

●えくぼの会（角館交流センター 10：00 ～ 14：00） 11/1・P12

●ロープワーク教室（9：30 ～ 11：30 田沢湖総合開発センター） 11/1・P23

●社会福祉協議会 心配ごと相談日（田沢湖総合開発センター 13：00 ～ 16：00） 11/1・P24

●行政相談所開設日（田沢湖総合開発センター 13：00 ～ 16：00） 11/1・P24

２１ 木

２２ 金 ●デジカメ・ビデオ応用講座（13：30 ～ 15：00 田沢湖総合開発センター） 11/1・P23

２３ 土

●生保内中学校吹奏楽部・美術部合同発表会（仙北市民会館	18：00 ～　※美術部展

15：00 ～） P18

●第 2 回ちびっこ運動会（ＮＰＯ法人角館総合型地域スポーツクラブクラブハウス	10：

30 ～） P18

２４ 日
●第 5 回全国縄綯競技大会（角館温泉花葉館	9：30 ～ 15：00） P18

●まぼろしの「田沢ながいも」まつり（田沢湖駅前 10：00 ～ 14：00） P18

●みんなの校歌コンテスト（仙北市民会館 14：00 ～） 11/1・P22

２５ 月 ●デジカメ・ビデオ応用講座（13：30 ～ 15：00 田沢湖総合開発センター） 11/1・P23

２６ 火

●献血（角館高等高校	9：40 ～ 13：30、ＪＡ秋田おばこ角館支店 15：00 ～ 16：

00） P16

●第 2 回パソコン講座（総合情報センター9：00～12：00） 11/1・P9

●韓国語（初級）講座（田沢湖総合開発センター 19：00 ～ 20：00） 10/16・P18

２７ 水

●第 2 回パソコン講座（総合情報センター9：00～12：00） 11/1・P9

●こころの相談（角館交流センター 13：30 ～ 17：00） 11/1・P12

●デジカメ・ビデオ応用講座（13：30 ～ 15：00 田沢湖総合開発センター） 11/1・P23

２８ 木 ●社会福祉協議会 心配ごと相談日（社会福祉協議会角館支所 13：00 ～ 16：00） 11/1・P24

２９ 金
●ロープワーク教室（9：30 ～ 11：30 田沢湖総合開発センター） 11/1・P23

●健康づくり教室（NPO 法人角館総合型地域スポーツクラブ	13：30 ～ 15：30） 10/16・P19

３０ 土
●仙北市市民医学講座（グランデールガーデン 15：00 ～ 19：00） P6

●第 61 回世古寸喜展（角館交流センター	9：00 ～ 16：00　12 月 2 日（月）まで） P19

12/１ 日

●第 9 回仙北市卓球大会（角館中学校体育館	8：30 ～） P19

●家事家計講習会（生保内友の家10：00～12：00） P21

●児童虐待防止講演会（角館樺細工伝承館 13：00 ～ 15：00） 11/1・P15

２ 月 ●夜間納税窓口開設日（市役所田沢湖・角館・西木庁舎	17：15 ～ 19：00） P6

３ 火
●第 3 回パソコン講座（総合情報センター13：00～16：00） P20

●韓国語（初級）講座（田沢湖総合開発センター 19：00 ～ 20：00） 10/16・P18

４ 水

●第 3 回パソコン講座（総合情報センター13：00～16：00） P20

●子育てサポータースキルアップ研修会（角館交流センター9：00～16：00） P21

●無料人権・困りごと特設相談所（仙北市役所角館庁舎、田沢湖総合開発センター、西木公民

館10：00～15：00） P21

●えがおサロン「語って、笑って、ホッと一息」（田沢湖健康増進センター 13：00 ～

16：00） 11/1・P12

●ゆう子先生のニードルパンチ教室（田沢湖図書館） 6/1・P17

５ 木

●フラワーアレンジメント講習会（山鳩館10：00～11：30） P20

●第 36 回児童生徒県南美術展（平福記念美術館 9：00 ～16：00　1 月 29 日（水）まで）

11/1・P5

●韓国語（中級）講座（田沢湖総合開発センター 19：00 ～ 20：00） 10/16・P18
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SR　予想以上の雪にあわて
て車のタイヤ交換をしまし
た。タイヤをしまってある
場所が若干離れているため、
そこまで車でソロソロと…。
ビクビクしながらようやく
たどり着き、やっとの思い
でタイヤ交換した車を運転
したところ、左側からキィ
～キィ～。運転手もなんだ
か泣きそうです。

TR　仙北市で初開催の秋田
県種苗交換会。会場が家か
ら近いし、せっかくなので
家族を連れて行ってみまし
た。で、会場に着くと大粒
の雨！さらに霰も !! さっき
までは晴れていたのに…と
へこみましたが、息子は展
示ブースでバイキンマンの
キーホルダーをゲットして
ご機嫌でした。

YR　 暗 証 番 号 や パ ス ワ ー
ドの管理がとても多くなっ
てきました。久しぶりに使
用したシステムで利用パス
ワードを忘れ、大事に記録
した（ハズ）のメモも見つ
けられず、再登録となりま
した。便利なはずが手間取
りました。まだ忘れている
のかも？と確認中です。

つ ぶ や き
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第136回秋田県種苗交換会が閉幕

平成26年度　保育園・幼稚園
入園申込案内

市役所からのお知らせ

仙北市の放射性物質測定結果

高齢者輝き表彰

第 29 回国民文化祭・あきた 2014
仙北市主催事業紹介⑧／第 5 回
生涯学習サークル紹介

ちいきのわだい

まちづくり日記／保健・健康の掲
示板

法仙塾が「ふるさと検定」「ふる
さとカルタ」を作成

お知らせナビ
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